
TXE8148 48 ビット SPI バス I/O エクスパンダ (割り込み出力、リセット入力、
I/O 構成レジスタ付き)

1 特長
• 機能安全対応

– 機能安全システムの設計に役立つ資料を利用可
能

• 1.65V～5.5V の動作電源電圧範囲

• Low スタンバイ消費電流：6µA (標準値)
• SPI SCLK 周波数

– 10MHz (3.3V ～ 5.5V)
– 5MHz (1.65V ～ 5.5V)

• SPI デイジー チェーンをサポート

• バースト モードによる SPI 読み取り / 書き込み

• 複数ポートを同時に設定するためのマルチポート SPI 
コマンド

• IOFF でサポートされている入力ポート ピン

• アクティブ Low のリセット入力 (RESET)
• オープン ドレインのアクティブ Low 割り込み出力 

(INT)
– I/O ごとの割り込みマスクおよびステータス

– ポートごとの割り込みステータス

• 組込みフェイルセーフ I/O 機能

• 個別 I/O 構成：

– 入力および出力機能

– 極性反転

– 出力のプッシュプルおよびオープン ドレインの選択

– プルアップまたはプルダウンの選択を内蔵

– 最後の I/O 状態を維持するためのバス ホールド機

能
– グリッチ フィルタのイネーブルの選択

• LED を直接駆動するための 10mA 駆動能力を備えた

ラッチ付き出力
• AEC Q100-004 準拠で 100mA 超のラッチアップ性

能
• JESD 78、Class II 準拠で 100mA 超のラッチアップ

性能

2 アプリケーション
• 産業用輸送

• 産業用オートメーション

• 試験および測定機器

• ファクトリ オートメーション / 制御

• 医療 / ヘルスケア

• サーバー

• ルーター (テレコム スイッチング機器)
• GPIO が制限されたプロセッサを使用する製品

3 説明
TXE8148 デバイスは、4 線式シリアル ペリフェラル インタ

ーフェイス (SPI) プロトコル用の汎用パラレル入出力 (I/O) 
拡張を提供し、1.65V ～ 5.5V VCC 動作用に設計されて

います。SPI プロトコルは、標準的なポイント ツー ポイント

通信と、複数の TXE8148 のデイジーチェーン接続の両

方をサポートしています。

このデバイスは、3.3V ～ 5.5V の 10MHz と 1.65V ～ 

5.5V の 5MHz の SPI 周波数をサポートしています。

TXE8148 をはじめとする I/O エクスパンダは、スイッチ、

センサ、プッシュ ボタン、LED、ファンなどに I/O を追加す

る必要がある場合に、簡単な設計として使用できます。

TXE8148 には、速度、消費電力、EMI に関して I/O 性能

を向上させる追加機能を備えた 6 つの I/O ポートが付い

ており、各ポートには 8 つの IO が搭載されています。こ

れには、I/O ごとに設定可能なオープン ドレインまたはプ

ッシュプル出力、設定可能なプルアップおよびプルダウン
抵抗、バス ホールド機能を備えたラッチ可能な入力、マス

カブル割り込み、割り込みステータス  レジスタ、FAIL-
SAFE ピンによって有効化されるフェイルセーフ レジスタ 

モードが含まれます。

パッケージ情報
部品番号 パッケージ (1) パッケージ サイズ(2)

TXE8148 DGG (TSSOP、56) 14mm × 8.1mm

(1) 詳細については、セクション 11 を参照してください。

(2) パッケージ サイズ (長さ × 幅) は公称値であり、該当する場合はピ

ンも含まれます。
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4 ピン構成および機能
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図 4-1. DGG (TSSOP) パッケージ、56 ピン
(上面図)

表 4-1. ピンの機能
ピン

タイプ(1) 説明
名称

TSSOP
(DGG)

INT 1 O 割り込み出力。プルアップ抵抗を介して VCC に接続します。

RESET/FAIL-SAFE 2 I アクティブ Low のリセット入力。プルアップ抵抗を介して VCC に接続します。

GND 3 G グランド

VCC 4 P 電源電圧

P1.0 5 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #0 は入力として設定されます。

P1.1 6 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #1 は入力として設定されます。

P1.2 7 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #2 は入力として設定されます。

P1.3 8 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #3 は入力として設定されます。

P1.4 9 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #4 は入力として設定されます。

P1.5 10 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #5 は入力として設定されます

P1.6 11 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #6 は入力として設定されます。

P1.7 12 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 1 - IO #7 は入力として設定されます。

P2.0 13 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #0 は入力として設定されます。

P2.1 14 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #1 は入力として設定されます。

P2.2 15 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #2 は入力として設定されます。

P2.3 16 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #3 は入力として設定されます。

P2.4 17 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #4 は入力として設定されます。

P2.5 18 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #5 は入力として設定されます。

P2.6 19 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #6 は入力として設定されます。
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表 4-1. ピンの機能 (続き)
ピン

タイプ(1) 説明
名称

TSSOP
(DGG)

P2.7 20 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 2 - IO #7 は入力として設定されます。

P3.0 21 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #0 は入力として設定されます。

P3.1 22 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #1 は入力として設定されます

P3.2 23 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #2 は入力として設定されます。

P3.3 24 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #3 は入力として設定されます。

P3.4 25 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #4 は入力として設定されます。

P3.5 26 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #5 は入力として設定されます。

P3.6 27 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #6 は入力として設定されます。

P3.7 28 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 3 - IO #7 は入力として設定されます。

P5.0 29 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #0 は入力として設定されます。

P5.1 30 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #1 は入力として設定されます。

P5.2 31 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #2 は入力として設定されます。

P5.3 32 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #3 は入力として設定されます。

P5.4 33 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #4 は入力として設定されます。

P5.5 34 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #5 は入力として設定されます。

P5.6 35 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #6 は入力として設定されます。

P5.7 36 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 5 - IO #7 は入力として設定されます

P4.0 37 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #0 は入力として設定されます

P4.1 38 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #1 は入力として設定されます

P4.2 39 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #2 は入力として設定されます

P4.3 40 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #3 は入力として設定されます

P4.4 41 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #4 は入力として設定されます

P4.5 42 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #5 は入力として設定されます

P4.6 43 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #6 は入力として設定されます

P4.7 44 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 4 - IO #7 は入力として設定されます

P0.0 45 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #0 は入力として設定されます

P0.1 46 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #1 は入力として設定されます

P0.2 47 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #2 は入力として設定されます

P0.3 48 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #3 は入力として設定されます。

P0.4 49 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #4 は入力として設定されます。

P0.5 50 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #5 は入力として設定されます。

P0.6 51 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #6 は入力として設定されます。

P0.7 52 I/O P ポート入出力。電源投入時にポート 0 - IO #7 は入力として設定されます。

CS 53 I SPI チップ セレクト入力。内部プルアップ抵抗。

SCLK 54 I SPI シリアル クロック入力。内部プルダウン抵抗。

SDI 55 I SPI シリアル データ入力。

SDO 56 O SPI シリアル データ出力。プッシュプル出力

(1) I = 入力、O = 出力、I/O = 入力または出力、G = グランド、P = 電源
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5 仕様
5.1 絶対最大定格
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り) (1)

最小値 最大値 単位

VCC 電源電圧 -0.5 6.5 V

VI 入力電圧(2) -0.5 6.5 V

VO 出力電圧(2) -0.5 6.5 V

IIK 入力クランプ電流 RESET、SCLK、CS VI < 0 -20 mA

IOK 出力クランプ電流 INT VO < 0 -20 mA

IIOK 入力 / 出力クランプ電流 P0.0～P5.7 VO < 0 または VO > 
VCC

±20 mA

ICC GND を流れる連続電流 -200 mA

ICC VCC を流れる連続電流 160 mA

TJ 接合部温度 -40 150 °C

Tstg 保存温度 -40 150 °C

(1) 「絶対最大定格」の範囲外の動作は、デバイスの永続的な損傷の原因となる可能性があります。「絶対最大定格」は、これらの条件において、また
は「推奨動作条件」に示された値を超える他のいかなる条件でも、本製品が正しく動作することを意味するものではありません。「絶対最大定格」
の範囲内であっても「推奨動作条件」の範囲外で使用すると、デバイスが完全に機能しない可能性があり、デバイスの信頼性、機能、性能に影響
を及ぼし、デバイスの寿命を縮める可能性があります。

(2) 入力と出力の電流の定格を順守しても、入力の負電圧と出力電圧の定格を超えることがあります。

5.2 ESD 定格
値 単位

V(ESD) 静電放電

人体モデル (HBM)、ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 
に準拠、すべてのピン (1) ±2000

V
デバイス帯電モデル (CDM)、ANSI/ESDA/JEDEC 
JS-002 に準拠、すべてのピン(2) ±1000

(1) JEDEC のドキュメント JEP155 に、500V HBM では標準の ESD 管理プロセスで安全な製造が可能であると規定されています。

(2) JEDEC のドキュメント JEP157 に、250V CDM では標準の ESD 管理プロセスで安全な製造が可能であると規定されています。

5.3 推奨動作条件
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り)

最小値 最大値 単位

VCC 電源電圧 1.65 5.5 V

VIH High レベル入力電圧

P ポート 0.7 × VCC VCC V

SCLK、SDI、
CS、 RESET、 

0.7 × VCC VCC V

VIL Low レベル入力電圧

P ポート -0.5 0.3 × VCC V

SCLK、SDI、
CS、 RESET、 

-0.5 0.3 × VCC V

IOH
High レベル出力電流 (VCC ≥ 2.3V)

P ポート

-10 mA

High レベル出力電流 (VCC < 2.3V) -5 mA

IOL
Low レベル出力電流 (VCC ≥ 2.3V) 10 mA

Low レベル出力電流 (VCC < 2.3V) 5 mA

TA 周辺温度 -40 130 °C
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5.4 熱に関する情報

熱評価基準(1)

TXE8148

単位 DGG (TSSOP)

56 ピン

RθJA 接合部から周囲への熱抵抗 61.73 ℃/W

RθJC(top) 接合部からケース (上面) への熱抵抗 26.69 ℃/W

RθJB 接合部から基板への熱抵抗 39.70 ℃/W

ΨJT 接合部から上面への特性パラメータ 3.68 ℃/W

ΨJB 接合部から基板への特性パラメータ 39.32 ℃/W

(1) 従来および最新の熱評価基準の詳細については、『半導体および IC パッケージの熱評価基準』アプリケーション レポートを参照してください。

5.5 電気的特性
自由気流での動作温度範囲内で、VCC = 1.65V ～ 5.5V (特に記述のない限り)

パラメータ テスト条件 VCC
最小

値
標準

値
最大

値
単位

VIK 入力ダイオード クランプ電圧 II = -18mA -1.2 V

VPORR パワーオン リセット電圧、VCC 立ち上がり
VI = VCC または GND、IO = 0

1.3 V

VPORF パワーオン リセット電圧、VCC 立ち下がり 1.05 V

VOH High レベル出力電圧

P ポート

IOH = 4mA VCC = 1.65V 1.23 V

IOH = 8mA

VCC = 2.3V 1.73 V

VCC = 3V 2.55 V

VCC = 4.5V 4.0 V

VCC = 5.5V 4.95 V

IOH = 10mA

VCC = 3.3V 2.53 V

VCC = 5V 4.3 V

VCC = 5.5V 4.85 V

SDO IOH = 3mA VCC - 
0.4 V

VOL Low レベル出力電圧
P ポート

IOL = -4mA VCC = 1.65V 0.23 V

IOL = -8mA

VCC = 2.3V 0.36 V

VCC = 3V 0.25 V

VCC = 4.5V 0.17 V

VCC = 5.5V 0.16 V

IOL = -10mA

VCC = 3.3V 0.40 V

VCC = 5V 0.33 V

VCC = 5.5V 0.32 V

SDO IOL = -3mA 0.4 V

IOL Low レベル出力電流 INT VOL = 0.4 V 4 mA

II 入力リーク電流

P ポート
VI = VCC または GND ±1

μAVI = 3.6V VCC = 0V ±1

SDI、RESET VI = VCC または GND ±1

SCLK
VI = GND ±1 μA

VI = VCC ±65 μA

CS
VI = VCC ±1 μA

VI = GND ±65 μA
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5.5 電気的特性 (続き)
自由気流での動作温度範囲内で、VCC = 1.65V ～ 5.5V (特に記述のない限り)

パラメータ テスト条件 VCC
最小

値
標準

値
最大

値
単位

ICC

静止時電流 スタンバイ モード

SDI、CS および RESET = VCC、

P ポート = VCC または GND、

I/O = 入力、IO = 0mA
fSCLK = 0MHz、

–40°C < TA ≤ 85°C、IO レジスタ無効

VCC = 5.5V 8 μA

VCC = 3.6V 7.5 μA

VCC = 2.7V 7.2 μA

VCC = 1.95V 7.0 μA

SDI、CS および RESET = VCC、

P ポート = VCC または GND、

I/O = 入力、IO = 0mA
fSCLK = 0MHz、

–40°C < TA ≤ 125°C、IO レジスタ無

効

VCC = 5.5V 26 μA

VCC = 3.6V 24 μA

VCC = 2.7V 23.6 μA

VCC = 1.95V 23.4 μA

アクティブ電流

アクティブ モード 
(5MHz)

SDI、連続読み取りの CS、

RESET = VCC、P ポート = VCC また

は GND、

I/O = 入力、IO = 0mA
fSCLK = 5MHz、SDO の 100pF 負荷

–40°C < TA ≤ 125°C、IO レジスタ無

効

VCC = 5.5V 2.5 mA

VCC = 3.6V 1.6 mA

VCC = 2.7V 1.3 mA

VCC = 1.95V 1.0 mA

アクティブ モード 
(10MHz)

SDI および連続読み取りの CS、

RESET = VCC、P ポート = VCC また

は GND、

I/O = 入力、IO = 0mA
fSCLK = 10MHz、SDO の 100pF 負
荷
–40°C < TA ≤ 125°C、IO レジスタ無

効

VCC = 5.5V 4.0 mA

VCC = 3.6V 2.7 mA

VCC = 2.7V 2.1 mA

VCC = 1.95V 1.6 mA

IBHL バス ホールド low 維持電流 VI を 0 から 0.3 × V CC にランプ

VCC = 1.65V 42 μA

VCC = 2.3V 62 μA

VCC = 3V 72 μA

VCC = 4.5V 125 μA

IBHH バス ホールド high 維持電流 VI を VCC から 0.7 × VCC にランプ

VCC = 1.65V -32 μA

VCC = 2.3V -42 μA

VCC = 3V -72 μA

VCC = 4.5V -115 μA

IBHLO バス ホールド low オーバードライブ電流
入力のランプ アップ VI = 0 から VCC 
まで

VCC = 1.95V 170 μA

VCC = 2.7V 260 μA

VCC = 3.6V 340 μA

VCC = 5.5V 500 μA

IBHHO バス ホールド high オーバードライブ電流
入力のランプ ダウン VI = VCC から 0 
まで

VCC = 1.95V -170 μA

VCC = 2.7V -260 μA

VCC = 3.6V -340 μA

VCC = 5.5V -500 μA

Rpu(int) 内部プルアップ抵抗
CS 70 100 140 kΩ

P ポート 70 100 140 kΩ

Rpd(int) 内部プルダウン抵抗
P ポート 70 100 140 kΩ

SCLK 70 100 140 kΩ
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5.5 電気的特性 (続き)
自由気流での動作温度範囲内で、VCC = 1.65V ～ 5.5V (特に記述のない限り)

パラメータ テスト条件 VCC
最小

値
標準

値
最大

値
単位

CI 入力ピン容量

SCLK

VI = VCC または GND

3 pF

SDI 3 pF

CS 3 pF

RESET 3 pF

CIO 入力 / 出力ピンの容量 P ポート VIO = VCC または GND 4 pF

5.6 タイミング要件
自由気流での動作温度範囲内で、VCC = 1.65V ～ 5.5V (特に記述のない限り)

最小値 最大値 単位

RESET

tw リセット パルス幅、SDO CLOAD = 100pF (図 6-1) 100 ns

tREC リセット復帰時間、SDO CLOAD = 100pF (図 6-1) 100 ns

tRESET リセットまでの時間、SDO CLOAD = 100pF (図 6-1) 80 ns

パワーオン リセット

tFT 落下率 (図 8-2) (図 8-3) 0.1 2000 ms

tRT 立ち上がりレート (図 8-2) (図 8-3) 0.1 2000 ms

tTRR_GND 再ランプ時間 (VCC が GND まで低下する場合) (図 8-2) 1 µs

tTRR_POR5
0

再ランプ時間 (VCC が VPOR_MIN – 50mV まで低下する場合) (図 8-3) 1 µs

VCC_GH VCC にグリッチが発生することはあるが、tVCC_GW = 1μs のときに機能が途絶しないレベル (図 8-4) 1.2 V

tVCC_GW VCC_GH = 0.5 × VCC のときに、機能が途絶しないグリッチ幅 (図 8-4) 10 µs

フェイルセーフ

fsEN
フェイルセーフ IO 有効時間 (100pF 負荷) (図 
6-2)

通常モードでは出力 High、フェイルセーフ モー

ドでは出力 Low
100 ns

通常モードでは出力 Low、フェイルセーフ モー

ドでは出力 high
100 ns

通常モードでは出力 High、フェイルセーフ モー

ドでは入力 (500Ω のプルダウン負荷)
35 ns

通常モードでは出力 Low、フェイルセーフ モー

ドでは入力 (500Ω のプルダウン負荷)
29 ns

fsDIS
フェイルセーフ IO 無効時間 (100pF 負荷) (図 
6-2)

通常モードでは出力 High、フェイルセーフ モー

ドでは出力 Low
100 ns

通常モードでは出力 Low、フェイルセーフ モー

ドでは出力 high
100 ns

通常モードでは入力、フェイルセーフ モードで

は出力 High (500Ω プルダウン負荷)
91

 ns

通常モードでは入力、フェイルセーフ モードで

は出力 Low (500Ω プルダウン負荷)
63

 ns

デジタル IO

tGW デジタル グリッチ フィルタ幅 90 230 ns
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5.7 SPI バスのタイミング要件
自由気流での動作温度範囲内、VCC = 1.65V ～ 5.5V および SDO CLOAD = 100pF (特に記述のない限り) (図 6-3 を参照)

最小値 最大値 単位

SPI バス

fSCLK SPI クロック周波数 10 MHz

tCSS CS から SCLK 立ち上がりまでのセットアップ時間 50 ns

tCSH SCLK から CS への立ち下がりデアサート ホールド時間 50 ns

tCSD CS ディセーブル時間 50 ns

tDS SDI から SCLK までのセットアップ時間 10 ns

tDH SDI から SCLK までのホールド時間 10 ns

tLOW SCLK Low 時間 50 ns

tHIGH SCLK High 時間 50 ns

tV (SDO) SDO の有効時間
VCC < 2.3V 46 ns

VCC = 2.3V 28 ns

tDIS (SDO) SDO ディセーブル時間 100 ns

5.8 スイッチング特性
自由気流での動作温度範囲内で、VCC = 1.65V ～ 5.5V (特に記述のない限り)

パラメータ 始点 (入力) 終点 (出力) 最小値 標準値 最大値 単位

tiv
割り込み有効時間、INT CLOAD = 100pF、RPU 
= 4.7kΩ (図 6-4) P ポート INT 0.2 µs

tir
割り込みリセット遅延時間、INT CLOAD = 
100pF、RPU = 4.7kΩ (図 6-4)

SCLK INT 0.4 µs

tpv
出力データ有効時間、SDO CLOAD = 100pF 
(図 6-5)

SCLK P ポート 100 ns

tps
入力データ セットアップ時間、SDO CLOAD = 
100pF (図 6-5) P ポート SCLK 26 ns

tph
入力データ ホールド時間、SDO CLOAD = 
100pF (図 6-5)

SCLK P ポート 2.5 ns
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5.9 代表的特性
TA = 25℃ (特に記述のない限り)

TA = Temperature (C)
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VCC = 1.95V
VCC = 2.7V

VCC = 3.6V
VCC = 5.5V

図 5-1. アクティブ電流と温度との関係 (fSCLK = 5MHz)
TA = Temperature (C)
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図 5-2. アクティブ電流と温度との関係 (fSCLK = 10MHz)

TA - Temperature (C)
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図 5-3. スタンバイ消費電流と温度との関係
VOL - Output Low Voltage (V)
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図 5-4. VCC = 1.8V における VOL と IOL の関係

VOL - Output Low Voltage (V)
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図 5-5. VCC = 2.5V における VOL と IOL の関係
VOL - Output Low Voltage (V)
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図 5-6. VCC = 3.3V における VOL と IOL の関係
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5.9 代表的特性 (続き)
TA = 25℃ (特に記述のない限り)

VOL - Output Low Voltage (V)
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図 5-7. VCC = 5.0V における VOL と IOL の関係
VCC-VOH - Output High Voltage (V)
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図 5-8. VCC = 1.8V における VOH と IOH の関係

図 5-9. VCC = 2.5V における VOH と IOH の関係
VCC-VOH - Output High Voltage (V)
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図 5-10. VCC = 3.3V における VOH と IOH の関係

VCC-VOH - Output High Voltage (V)
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図 5-11. VCC = 5.0V における VOH と IOH の関係
TA - Temperature (C)
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図 5-12. VOL と温度の関係 - |IOL| = 4mA
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5.9 代表的特性 (続き)
TA = 25℃ (特に記述のない限り)

TA - Temperature (C)
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図 5-13. VOL と温度の関係 - |IOL| = 8mA 図 5-14. VOL と温度の関係 - |IOL| = 10mA

TA - Temperature (C)
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図 5-15. VOH と温度の関係 - |IOH| = 4mA
TA - Temperature (C)
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図 5-16. VOH と温度の関係 - |IOH| = 8mA

TA - Temperature (C)
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図 5-17. VOH と温度の関係 - |IOH| = 10mA
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6 パラメータ測定情報

CS

SDI

SDO

DUT
SDOUT

CL = 100pF

SDOUT LOAD CONFIGURATION P-PORT LOAD CONFIGURATION

CL = 100pF

2 x 

VCC

PN

SCLK

RESET

tREC

0.7 x VCC

tW

0.3 x VCC

0.5 x VCC

tRESET

tRESET

DUT
Pn

500Ω

500Ω

図 6-1. リセット負荷構成
A. 1. CL にはプローブと治具の容量が含まれます。

2. すべての入力は、以下の特性を持つジェネレータから供給されます：PRR ≤ 1、Zo = 5、tr/tf ≤ 3。

3. すべてのパラメータと波形が、すべてのデバイスに適用できるわけではありません。
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CS

SDI

SDO

DUT
SDOUT

CL = 100pF

SDOUT LOAD CONFIGURATION P-PORT LOAD CONFIGURATION

CL = 100pF

2 x 

VCC

PN

SCLK

FAILSAFE

tREC

0.7 x VCC

tW

0.3 x VCC

0.5 x VCC

fsEN or fsDIS

DUT
Pn

500�

500�

fsEN or fsDIS

GND

図 6-2. フェイルセーフ負荷構成
A. 1. CL にはプローブと治具の容量が含まれます。

2. すべての入力は、以下の特性を持つジェネレータから供給されます：PRR ≤ 1、Zo = 5、tr/tf ≤ 1。

3. フェイルセーフ ピンは、RESET ピンとの共有ピンです。

4. すべてのパラメータと波形が、すべてのデバイスに適用できるわけではありません。
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tCSS

1 / fSCLK

tDS tDH

B23

Z

tCSH

X X

CS

SCLK

SDI

SDO

tCSD

tHIGHtLOW

B22 B21 B20 B1 B0

tV tDIS

DUT
SDOUT

CL = 100pF

SDOUT LOAD CONFIGURATION

図 6-3. SPI タイミング図 - 入力
A. CL にはプローブと治具の容量が含まれます。

DUT

VCC

4.7k� 

CL = 100pF

tIV

0.5 x VCC

0.5 x VCC

INT

PN

INTERRUPT LOAD CONFIGURATION

0.7 x VCC

0.5 x VCC

0.3 x VCC

trst

SCLK

INT

23rd

GND

図 6-4. 割り込み負荷構成
A. 1. CL にはプローブと治具の容量が含まれます。

2. すべての入力は、以下の特性を持つジェネレータから供給されます：PRR ≤ 1、Zo = 5、tr/tf ≤ 1。

3. すべてのパラメータと波形が、すべてのデバイスに適用できるわけではありません。
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SCLK

PN

tpv

0.7 x VCC

0.3 x VCC

tps

P-PORT LOAD CONFIGURATION

CL = 100pF

2 x 

VCC
DUT

Pn

SCLK
0.7 x VCC

0.3 x VCC

PN

tph

0.5 x VCC

Unstable Data

WRITE MODE (R/W = 0)

READ MODE (R/W = 1)

500�

500�

24th

16th

図 6-5. P ポートの負荷構成およびタイミング波形
A. 1. CL にはプローブと治具の容量が含まれます。

2. tpv は、SCLK で 0.7 × VCC から 5 I/O (On) 出力まで測定されます。

3. すべての入力は、以下の特性を持つジェネレータから供給されます：PRR ≤ 1、Zo = 5、tr/tf ≤ 1。

4. すべてのパラメータと波形が、すべてのデバイスに適用できるわけではありません。
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7 詳細説明
7.1 概要
TXE8148 のデジタル コアは 8 ビットのデータ レジスタで構成されており、それらのレジスタを使ってユーザーは I/O ポー

トの特性を設定できます。電源オン時、またはリセット後に、I/O は入力として構成されます。ただし、方向構成レジスタに

書き込むことにより、システム コントローラは I/O を入力または出力のどちらにも構成することが可能です。各入力または

出力のデータは、対応する入力ポート レジスタまたは出力ポート レジスタに保持されます。入力ポート レジスタの極性

は、極性反転レジスタで反転できます。ソフトウェア リセット レジスタを除くすべてのレジスタは、システム コントローラによ

って読み取ることができます。

TXE8148 には、I/O ポートの強化に特化した構成可能な I/O 機能が搭載されています。構成可能な I/O 機能とレジスタ

には、プルアップ抵抗とプルダウン抵抗のイネーブルとディセーブル、バス ホールドのラッチ可能な入力、マスク可能な割

り込み、割り込みステータス レジスタ、個別のプログラム可能なオープン ドレインまたはプッシュプル出力が含まれていま

す。これらの構成レジスタにより柔軟性が向上するため、I/O は強化され、ユーザーは消費電力やスピードの設計を最適

化できるようになります。

デバイスの他の機能には、入力ポートの状態が変化するたびに INT ピンで発生する割り込みがあります。デバイスをデフ

ォルトの状態にリセットするには、RESET ピンに Low 論理レベルを印加するか、ソフトウェア リセット コマンドを送信する

か、またはデバイスの電源を一度切ってパワーオン リセットを行います。TXE8148 のオープン ドレイン割り込み出力 

(INT) は、いずれかの入力状態が最後に読み取られた状態と異なる場合にアクティブになり、入力状態が変化したことを

システム コントローラに通知するために使用されます。INT ピンは、プロセッサの割り込み入力に接続することができま

す。このラインで割り込み信号を送信することにより、デバイスは SPI バスで通信しなくても、リモート I/O ポートに受信デ

ータがあるかどうかをプロセッサに通知することができます。デバイスは、シンプルなターゲット デバイスとして機能します。

タイムアウト時またはその他の不正な動作時に、RESET 入力ピンに low をアサートするか、または VCC ピンへの電源を

一度切ってパワーオン リセット (POR) することにより、システム コントローラはデバイスをリセットします。リセットによりレジ

スタはデフォルト状態に戻り、SPI ステート マシンが初期化されます。RESET 機能でも POR でも、同じようにリセット / 初
期化を行えますが、RESET 機能はデバイスの電源をオフにする必要がありません。

7.2 機能ブロック図

Input

Filter

SPI Bus 

Control

Shift

Register

I/O 

Port
6-Ports

P0.0-P0.7

P1.0-P1.7

P2.0-P2.7

P3.0-P3.7

P4.0-P4.7

P5.0-P5.7

Interrupt

Logic

Power-On

Reset

INT

CS

SCLK

SDI

RESET/

FAIL-SAFE

VCC

GND

Write Pulse

Read Pulse

SDO

すべての I/O は、リセット時に入力に設定されます。

図 7-1. ロジック図
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FF

D Q

QCK

FF

D Q

CK

FF

D Q

CK

Interrupt

Mask

Pull-Up/Pull-Down

Control

FF

D Q

CK

VCC

GND

P0.0 to P0.7

P1.0 to P1.7

P2.0 to P2.7

P3.0 to P3.7

P4.0 to P4.7

P5.0 to P5.7

Output Port

Register Data

Input Port

Register Data

to INT

Data from

Shift Register

Data from

Shift Register

Write Pulse

Write Pulse

Read Pulse

Direction

Configuration

Register

Output Port

Register

Input Port

Register

Polarity Inversion

Register

Data from

Shift Register

Write Polarity Pulse

VCC

ESD

Protection

Diode

Q1

Q2

FF

D Q

CK

Data from

Shift Register

Write Pulse

Bus Hold

Bus Hold

Register

FF

D Q

CK

Data from

Shift Register

Write Pulse

Open-Drain

Configuration

Register

電源オンまたはリセット時に、すべてのレジスタがデフォルト値に戻ります。

図 7-2. P0.0 から P5.7 の概略回路図

7.3 機能説明
7.3.1 I/O ポート
I/O が入力として構成されている場合、FET Q1 と Q2 はオフになり (図 7-2 を参照)、高インピーダンス入力が生成されま

す。

I/O が出力として構成されている場合、Q1 または Q2 は出力ポート レジスタの状態に応じてイネーブルになります。この

場合、I/O ピンと電源または GND の間に低インピーダンスのパスがあります。この I/O ピンに印加される外部電圧は、適

切に動作させるために推奨レベルを超えないようにする必要があります。

7.3.2 割り込み出力 (INT)

TXE8148 デバイスは、入力 I/O のいずれかの立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジで割り込みを生成します (その 

I/O の割り込みがマスクされていない場合)。入力ピンの状態が入力読み出しレジスタの状態と異なる場合、対応する割り

込みフラグビットが設定され、INT 出力がアサートされます。INT ピンはオープン ドレインであり、割り込み機能を使用する

には VCC への外部プルアップ抵抗が必要です。それ以外の場合、このピンはフローティングのままにできます。
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出力として構成された I/O は、割り込みを生成しません。実際のピン レベルが、保存されている入力ポート レジスタ値と一

致しない場合、ピンを出力から入力に切り替えると、障害割り込みが発生する可能性があります。I/O ポートがあらかじめ

入力状態にあり、出力に切り替わる割り込みを検出しても、この動作によって割り込みフラグはクリアされません。この動作
は、割り込みピンのみをマスクします。ポートが入力として再構成されると、割り込みは元に戻ります。

以下の条件では、割り込みステータス ビットがクリアされ、INT ピンがデアサートされます。

• RESET ピンからのハードウェア リセット - POR が割り込みをアサートする際、割り込みが一時的にデアサートされま

す
• フェイルセーフ モードに移行 - 割り込みは無効化およびデアサートされます

• 割り込みフラグ ステータス レジスタの読み取り

• 割り込みマスク レジスタで対応するビットを 1 に設定

TXE8148 には 4 つの割り込み発生源があります：

1. スマート入力ピン割り込み：スマート割り込みは、I/O ポート レベルでスマート割り込みレジスタの対応するポート ビット

を設定することでイネーブルまたはディスエーブルになります。スマート割り込み (対応するレジスタ ビットを 0 とする) 
がイネーブルで、割り込みが生成されると、I/O 状態が初期ロジック状態に戻るか、割り込みが割り込みフラグ ステー

タス レジスタを読み取った場合、割り込みがクリアされます。各種の割り込みクリア シナリオについては、表 7-1 を参

照してください。誤った IO トグルによって割り込みクリアを見逃すのを防ぐため、TI は入力グリッチ フィルタ イネーブ

ル レジスタでグリッチ フィルタをイネーブルにすることを強く推奨します。

2. 通常入力ピン割り込み：スマート割り込みがディセーブル (対応するレジスタ ビットが 1) の場合、I/O 状態を初期ロジ

ック状態に戻すと、割り込みをクリアできず、割り込みフラグ ステータス レジスタを読み取る場合にのみ、割り込みがク

リアされます。
表 7-1. スマート割り込み用の割り込みフラグ クリア シナリオ

スマート割り込み IO 入力が変化したときの CS 状態 割り込みフラグ クリア

無効 CS = High
CS を Low、SPI が割り込みフラグ ステータス 

レジスタを読み取り

無効 CS = Low 割り込みフラグ ステータス レジスタの読み取り

イネーブル CS = High

a. IO 状態が初期状態に戻ります。

b. CS を Low、SPI が割り込みフラグ ステー

タス レジスタを読み取り。

イネーブル CS = Low

a. 初期状態に戻る IO 状態は、CS が High 
になってから少なくとも 30ns 後に、割り

込みフラグを自動的にクリアします。

b. 割り込みフラグ ステータス レジスタの読

み取り。

3. POR 割り込み：各 POR 回復のフォルト ステータス レジスタに POR フォルト ビットが設定され、割り込みも生成され

ます。割り込みは、フォルト ステータス レジスタが読み取られたときにのみクリアされます。

4. フェイルセーフ冗長性故障割り込み：フェイルセーフ冗長チェックが有効な場合、フェイルセーフ冗長チェックの失敗
が発生すると、故障ステータス レジスタにフェイルセーフ同期故障ビットが設定されます。この動作により、割り込みも

生成されます。割り込みは、フォルト ステータス レジスタが読み取られたときにのみクリアされます。

割り込みマスク

すべての入力 I/O からの割り込みは、デフォルトではマスクされていません。割り込みをマスクするには、割り込みマスク 

レジスタで対応する I/O ビットを設定する必要があります。POR 回復によって生成された割り込みはマスクできません。
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入力 I/O の状態が変化し、割り込みマスク レジスタの対応ビットが 1 に設定されると、割り込みはマスクされ、INT ピンは

アサートされません。割り込みフラグ ステータス レジスタの対応ビットも 0 のままになり、割り込みマスク ビットによってブロ

ックされます。

フェイルセーフ冗長チェック イネーブル ビットが 0 の場合、フェイルセーフ冗長性チェックが失敗したことによって生成さ

れる割り込みはディセーブルになります。

マルチ ポート コマンドを使用すると、同時に複数のポートを割り込みマスク用に構成できます。

7.3.3 リセット入力 (RESET)

RESET 入力をアサートして、VCC 電源を動作レベルに保持しながら、システムを初期化することができます。リセットを行

うには、tW の最小時間の間、RESET ピンを Low に保持します。TXE8148 のレジスタと SPI のステート マシンは、

RESET が LOW に設定されると、デフォルト状態に変更されます。RESET が High に設定されると、P ポートの I/O レベ

ルは外部から、またはコントローラを使用して変更できます。アクティブ接続が使用されない場合、この入力には VCC への

プルアップ抵抗が必要です。RESET がトグル切り替えされると、Input Port レジスタは GPIO ピンの状態を反映して更新

されます。

7.3.4 バス ホールド
TXE8148 は、すべての入力 I/O にバス ホールド (バス キーパー) 機能をサポートしており、システムが低消費電力状態

またはスタンバイ状態に入る場合に非常に有用です。これにより、低消費電力状態に対応する外部プルアップまたはプル
ダウン抵抗が不要になります。この機能はデフォルトでは無効であり、ソフトウェアによる設定で有効にする必要がありま
す。

バス ホールド機能を有効にすると、I/O はその I/O の直前のアクティブ レベルを保持します。外部デバイスがロジック 1 
を駆動すると、TXE8148 は内部のバス ホールド用プルアップを有効にします。コントローラが低消費電力状態に入り、そ

の出力ピンがハイ インピーダンス状態になると、内部のバス ホールド用プルアップが I/O を High に保持し、入力がフロ

ーティング状態になるのを防ぎます。外部デバイスがロジック 0 を駆動した場合も同様で、TXE8148 は内部のバス ホー

ルド用プルダウンを有効にします。また、この機能によりデバイスは直前の状態を保持するため、フローティング入力上の
ノイズによって TXE8148 が割り込みを生成するのを防ぎます。

バス ホールド機能が有効な場合、外部ドライバは、リーク電流や基板上の他の回路によって生じる電流のシンクまたはソ

ース (仕様で + または – で示される) が、保持電流またはオーバーライド電流の条件を満たすことを保証する必要があり

ます。例えば、バスホールドが High 状態で有効な場合、ライン上の外部デバイスが TXE8148 から供給される電流は、

IBHH(MAX) の制限を超えてはなりません。制限を超えた場合、対応するポート ピンの電圧が VIL(MAX) を下回り、バス ホー

ルド プルダウンをトリガする場合があります。同様に、バスホールドを上書きする必要がある場合、外部デバイスは

TXE8148 から IBHO(MIN) の電流をシンクできる必要があり、これによりデバイスがバス ホールドを解除できるようになりま

す。

デバイス内で追加のリーク電流が発生するのを避けるため、ソフトウェアはバス ホールド機能とプルアップまたはプルダウ

ン選択を同時に使用しないようにする必要があります。

7.3.5 フェイルセーフ モード
SPI コントローラは、この機能を有効にし、ピンの機能をリセットからフェイルセーフに変更するために、フェイルセーフ有

効化レジスタをプログラムすることで、TXE8148 をフェイルセーフ状態に設定するオプションを持っています。

このレジスタは、POR イベントまたはその他の故障シナリオ中にクリアされる可能性があります。SPI コントローラへの割り

込みを生成する故障シナリオがある場合、SPI コントローラは毎回このレジスタを書き換える必要があります。割り込みが

生成されると、SPI コントローラは故障ステータス レジスタを読み取って割り込みの原因を把握できます。

TXE8148 をフェイルセーフ モードに設定するには、フェイルセーフ イネーブル レジスタのビット 0 を 1 にする必要があり

ます。

冗長性を確保するには、2 つのデバイス構成レジスタに書き込んで I/O 構成をプログラムする必要があります。これらのレ

ジスタのいずれかが破損し、内容が一致しない場合は、割り込みが発生します。
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たとえば、フェイルセーフ モードで I/O ピン P0.1 を出力し、High に設定する場合、フェイルセーフ モードを構成するシ

ーケンスは次のようになります。

1. フェイルセー フイネーブル レジスタ 1 のビット 0 を 1 に設定

2. フェイルセー フイネーブル レジスタ 2 のビット 0 を 1 に設定

3. ポート 0 用のフェイルセーフ方向構成レジスタ 1 のポート 0 においてビット 1 (P0.1) を 1 に設定

4. ポート 0 用のフェイルセーフ方向構成レジスタ 2 のポート 0 においてビット 1 (P0.1) を 1 に設定

5. ポート 0 用のフェイルセーフ出力レジスタ 1 のポート 0 においてビット 1 (P0.1) を 1 に設定

6. ポート 0 用のフェイルセーフ出力レジスタ 2 のポート 0 においてビット 1 (P0.1) を 1 に設定

7. フェイルセーフ冗長性チェック レジスタのビット 0 を 1 に設定

8. RESET/FAIL-SAFE ピンをアサート

7.3.6 ソフトウェア リセット呼び出し
ソフトウェア リセット呼び出しは、TXE8148 デバイスに対する SPI バス トランザクションであり、ソフトウェア リセット レジス

タに書き込みを行うことで、デバイスを電源投入時のデフォルト状態にリセットするよう指示します。この動作により、顧客の
アプリケーションはデバイスの電源を入れ直したり、RESET ピンをアサート / デアサートしたりすることなく、デバイスをリセ

ットできます。これは、RESET ピンがフェイルセーフ モードで使用されている場合に特に役立ちます。

7.3.7 デイジー チェーン
例の実装図 7-3 に示すように、複数の TXE8148 デバイスをデイジーチェーン構成で接続することで、サポートされる I/O 
ポート数を拡張できます。デイジーチェーン動作モードでは、コントローラの SDO は最初の TXE8148 の SDI に接続さ

れます。最初の TXE8148 の SDO は、次の TXE8148 の SDI に接続されます。この接続は最後の TXE8148 まで続

き、SDO はコントローラの SDI に接続されます。デイジー チェーン接続でデバイスを接続する場合、チェーンの最後段

のデバイスからの SDO をサンプリングする際には、SCLK 周波数を低下させる必要があることがあります。これは、チェー

ン内の各デバイスのデータ有効時間が累積されることに加え、最も遠いデバイスまでの SCLK の伝搬遅延も加算される

ためです。

MCU

DUT-1

CS

SCLK

SDO

SDI

DUT-1 DUT-N

CS

SCLK

SDI SDO

CS

SCLK

SDI SDO

CS

SCLK

SDI SDO

図 7-3. SPI デイジーチェーンの図

コントローラは、デイジーチェーン動作を自動構成するためのヘッダを送信し、その後にチェーン内のデバイスのレジスタ 
アドレスを送信します。アドレスは、チェーン内で最も遠いデバイス (コントローラの SDI から最も遠く、コントローラの SDO 
に最も近いデバイス) のアドレスから順に送信されます。データはアドレスの後に送信され、チェーン内で最も遠いデバイ

スのデータが最初に送信されます。データを受信する際は、チェーン内で最も遠いデバイスのデータが最初に受信されま
す。

デイジーチェーン トランザクションのフレームについては、図 7-4 を参照してください。最終デバイスに到達するまで、同じ

シーケンスがチェーン全体にわたって繰り返されます。
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MCU_SDO/

DUT1_SDI

DUT1_SDO/

DUT2_SDI

DUTN_SDO/

MCU_SDI

HEADER ADDR-N ADDR-1 DATAIN-N DATAIN-1

STATUS-1 HEADER ADDR-2 DATAOUT-1 DATAIN-2

STATUS-N STATUS-1 HEADER DATAOUT-N DATAOUT-1

CS

図 7-4. SPI デイジーチェーン データ フレーム

ヘッダ セグメント

ヘッダ セグメントのビット 15 と 14 はヘッダ ID であり、デバイス コントローラがヘッダ セグメントを受信していることを検出

するために使用されます。ヘッダ ID ビットは値 01 を取り、これがヘッダ セグメントであることを示します。

ビット 13 ～ 5 は予約済みであり、ビット 4 ～ 0 はチェーン内のデバイス数を示します。デイジーチェーン接続できるデバ

イスの最大数は 31 です。

アドレス セグメント (レジスタ アドレス)

ビット 15 は SPI 動作モードを示します (1 = 読み取り操作、0 = 書き込み操作)。レジスタ アドレスについては、図 7-5 の
最初のバイトと 2 番目のバイトを参照してください。

ステータス セグメント

ビット 15 と 14 はステータス セグメントを示し、ステータス セグメントであることを示すために 11 に設定されます。ビット 13 
～ 8 は故障ステータス レジスタを示し、ビット 7 ～ 0 は常に 0 として送信されます。

7.3.8 機能レジスタのマッピング
TXE8148 デバイス レジスタはレジスタ バンクとして実装され、図 7-5 に示すように、ポートの実際のレジスタ アドレスは、

機能アドレス 0 とポート番号を連結することで構成されます。これにより、顧客のソフトウェアはバースト転送を使用して、す

べてのポートに対する特定の機能をより効率的に設定または読み出すことができます。

表 7-2 に、機能アドレスに従ったレジスタとマルチポートのサポートを示します。

表 7-2. TXE8148機能マップ
機能アドレス

レジスタ名
マルチ ポ

ート
アクセス

B20 B19 B18 B17 B16
0 0 0 0 0 スクラッチ レジスタ なし RW

0 0 0 0 1 Device_ID なし R

0 0 0 1 0 入力ポート レジスタ あり R

0 0 0 1 1 出力ポート レジスタ あり RW

0 0 1 0 0 方向構成レジスタ あり RW

0 0 1 0 1 極性反転レジスタ あり RW

0 0 1 1 0 プッシュプル/オープン ドレイン選択レジスタ あり RW

0 1 0 0 0 プルアップまたはプルダウン有効レジスタ あり RW

0 1 0 0 1 プルアップまたはプルダウン選択レジスタ あり RW

0 1 0 1 0 バス ホルダ レジスタ あり RW

0 1 0 1 1 スマート割り込みレジスタ なし RW

0 1 1 0 0 割り込みマスク レジスタ あり RW
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表 7-2. TXE8148機能マップ (続き)
機能アドレス

レジスタ名
マルチ ポ

ート
アクセス

B20 B19 B18 B17 B16

0 1 1 0 1 入力グリッチ フィルタ有効レジスタ なし RW

0 1 1 1 0 割り込みフラグ ステータス レジスタ なし R

0 1 1 1 1 割り込みポート ステータス レジスタ なし R

1 0 0 1 0 フェイルセーフ有効レジスタ 1 なし RW

1 0 0 1 1 フェイルセーフ有効レジスタ 2 あり RW

1 0 1 0 0 フェイルセーフ方向構成レジスタ 1. あり RW

1 0 1 0 1 フェイルセーフ方向構成レジスタ 2. あり RW

1 0 1 1 0 フェイルセーフ出力レジスタ 1 あり RW

1 0 1 1 1 フェイルセーフ出力レジスタ 2 あり RW

1 1 0 0 0 フェイルセーフ冗長性チェック レジスタ なし RW

1 1 0 0 1 フォルト ステータス レジスタ なし R

1 1 0 1 0 ソフトウェア リセット レジスタ なし WO

7.4 デバイスの機能モード
7.4.1 パワーオン リセット
デバイスに 0V から電源が供給され、VCC に適用されるとき、内部パワーオン リセットにより、電源が VPOR に達するまで 

TXE8148 はリセット状態に保持されます。その時点でリセット状態が解除され、TXE8148 レジスタと SPI ステート マシン

はデフォルト状態に初期化されます。パワーリセット サイクルを行うには、その動作の後で VCC を VPORF 未満まで 

tTRR_POR_50 の時間だけ下げてから、再び動作電圧まで戻す必要があります。

7.5 プログラミング
7.5.1 SPI

TXE8148 デバイスは、SPI を使用してデバイス構成、動作パラメータを設定し、診断情報を読み取ります。SPI プロトコル

は、シリアル クロック (SCLK)、アクティブ LOW チップ セレクト (CS)、シリアル データ入力 (SDI)、シリアル データ出力 

(SDO) の 3 つの入力と 1 つの出力を使用します。クロック パルスとデータがデバイスに入力される前に、CS を low に駆

動する必要があります。CS が high の場合、デバイスは SCLK と SDI 上のすべてのアクティビティを無視します。

TXE8148 デバイスは、SPI モード 0 (CPOL = 0、CPHA = 0) をサポートしています。アイドル時、クロック (SCLK) は 

Low になります。データは SCLK の立ち上がりエッジでサンプリングされ、立ち下がりエッジで変更されます。

TXE8148 では、独立したチップセレクトを備えた SPI バスに加えて、デイジー チェーン構成もサポートされています。デ

イジー チェーン構成は、複数の周辺機器を直列に接続し、1 つのデバイスの出力を次のデバイスの入力に供給すること

ができます。デイジー チェーンは、チェーン全体に必要な CS ラインが 1 つだけであるため、CS ラインの数を減らすのに

役立ちます。データは、各クロック サイクル中にチェーン内のすべてのデバイスを介して移行されます。

7.5.2 SPI データ形式
TXE8148 SPI データ ワードの長さは、[16 + (N × 8)] ビットです (N は書き込むデータ バイト数)。1 バイトの書き込みま

たは読み取りの場合、24 ビットのデータが MSB 先行で送受信されます。SPI データは、サンプリングが行われる SCLK 
の立ち上がりエッジの間は安定している必要があります。

コントローラから TXE8148 までの SDI ピンのデータ フォーマットを図 7-5 に示します。
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SDI

Register Pointer (N) or Offset

B23 B22 B21 B20 B19 B18 B17 B16 B15 B14 B13 B12 B11 B10 B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

R/W 0 X F F F F F X P P P X X X M D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

Port

Selection
Feature Address

Read/Write Multi-Port

Write Data

First Byte Second Byte Third Byte

図 7-5. TXE8148 SPI SDI データ フレーム フォーマット

最初と 2 番目のバイトはフレームの必須部分です。SDI フレームの B23 ビットは R/W です。ここで、1 は読み取り動作、

0 は書き込み動作です。B22 ビットは、ポイント ツー ポイント接続 (デイジー チェーントポロジではない場合) では常に 0 
です。B20 ～ B16 は、このポートの機能レジスタに対応しています。B14 ～ B12 はポートを選択するためのものです。

B8 ビットはマルチポート動作に使用され、マルチポート機能を使用する場合にのみ 1 に設定する必要があります。ビット 

B21 ～ B12 は、デバイスのレジスタ ポインタ (またはレジスタ テーブル内のオフセット) を示します。

3 バイト目以降では、8 ビットの書き込みデータがシフト入力され、レジスタ ポインタで指定されたレジスタに書き込まれま

す。シングル転送では N = 1、バースト モードでは N > 1 です。バースト転送では、レジスタ ポインタが内部でインクリメン

トされ、シフト入力されたデータは更新された内部レジスタ ポインタに書き込まれます。フレーム内で定義されていないビ

ットは、将来の互換性のために 0 として送信する必要があります。

TXE8148 からコントローラへの SDO ピンのデータ フォーマットを図 7-6 に示します。

SDO 1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

B23 B22 B21 B20 B19 B18 B17 B16 B15 B14 B13 B12 B11 B10 B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

Fault Status Register

Read Data

First Byte Second Byte Third Byte

図 7-6. SPI SDO データ フォーマット

最初と 2 番目のバイトは、すべての SPI バス通信操作で共通です。B23 と B22 は、有効なステータスを示すために 1 に
設定されます。B21 ～ B16 は、故障ステータス レジスタのステータス ビットです。2 番目のバイトは常に 0 に設定されま

す。3 バイト目以降では、SDI ピンからデバイスにシフト入力されたレジスタ ポインタに対応するレジスタの 8 ビットの読み

取りデータがシフト出力されます。バースト転送 (N > 1) の場合、レジスタ ポインタは内部でインクリメントされ、データがシ

フト出力されます。

7.5.3 バースト モード
バースト モード トランザクションでは、最初のレジスタ ポインタはコントローラ デバイスによって指定され、ペリフェラルに送

信されます。その後のアクセスでは、レジスタ ポインタは自動的に次の有効アドレス (次のポートに対応する 2 番目のアド

レス バイト) へインクリメントされます。この自動アドレス インクリメントは、CS がアクティブ low のままで、SCLK パルスが

周辺デバイスによって受信される限り継続されます。

バースト モード トランザクションが順次続くにつれて、レジスタ ポインタはアドレスを自動的に進めます。更新されたレジス

タ ポインタに対応する有効なレジスタが存在しない場合、またはそのレジスタが読み取り専用の場合、書き込まれたデー

タは無視されます。SDO でも同様に、デバイスのアドレス空間にマップされていないレジスタに対して、ペリフェラルは 0 
を出力します。
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複数ポートに対して同じレジスタを設定またはアクセスする場合、TI は、SPI バスの実効データ スループットを向上させる

ために、バースト モードを使用することを強く推奨します。

7.5.4 SPI 書き込み
SPI 書き込み動作は、コントローラ デバイスから周辺デバイスにデータを送信するために使用されます。SPI 書き込み

は、図 7-7 に示すシングル バイト書き込み、または図 7-8 に示すバースト書き込みで実行できます。バースト書き込みで

は、複数バイトをデバイスに書き込むことができます。この動作は SPI バス上で実行され、コントローラ デバイスが CS を 

low に駆動し、シリアル クロック (SCLK) を生成して、ペリフェラルにデータを送信します。SPI 書き込みは、通常、周辺装

置の構成、制御コマンドの送信、データの転送に使用されます。SPI シングル書き込み中、デバイスはレジスタ ポインタで

指定されたレジスタの最後のデータを送信します。SPI バースト書き込みでは、アドレスが自動的にインクリメントされ、デ

バイスは更新されたレジスタ ポインタで指定されたレジスタの最後のデータを送信します。

0 0 0 F F F F F 0 P P P 0 0 0 0 DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

SDI

SDO

Register Pointer (N) New Data to Register N

Last Data from Register N

Write

Fault Status Register

CS

SCLK

図 7-7. SPI シングル書き込み

0 0 0 F F F F F 0 P P P 0 0 0 0 DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

SDI

SDO

Register Pointer (N) New Data to Register N

Last Data from Register N

Write

Fault Status Register

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

New Data to Register N+1

Last Data from Register N+1

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

New Data to Register N+2

Last Data from Register N+2

SDI continued

SDO continued

SDI continued

SDO continued

CS

SCLK

CS

SCLK

図 7-8. SPIバースト書き込み
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SPI 書き込み手順：

1. CS を low に駆動します。この動作により、内部シフト レジスタが有効になります。

2. 24 ビットのデータを MSB ファースト方式でデバイスに移行します (MSB ビット)。SCLK の立ち上がりエッジの間、デ

ータは安定している必要があります。
3. MSB ビットは、書き込み動作であることを示す「0」である必要があります。

4. SDO ピンで、デバイスは最初の 2 ビットを 2'b11 として送信します (ステータス セグメントであることを示します)。次の 

6 ビットは、故障ステータス レジスタ のビット 5 ～ 0 です。次の 8 ビットはすべて 0 であり、その後にレジスタ ポインタ

で選択されたレジスタの現在のデータ (8 ビット) が続きます。

5. 最後のデータビットが転送された後、転送するデータがない場合は SCLK を low に駆動します。

6. データバイトが SDI に送られると、レジスタの以前の内容が SDO に送られます。

7. 書き込みサイクルを終了するために CS をデアサート (High に駆動) します。

7.5.5 SPI 読み取り
TXE8148 の SPI 読み出し操作は、図 7-9 に示すシングル読み出しモードで特定のレジスタからデータを取得するか、ま

たは図 7-10 に示すバースト モードで連続するレジスタからデータを取得するために使用されます。

1 0 0 F F F F F 0 P P P 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0
DO

7

DO

6

DO

5

DO

4

DO

3

DO

2

DO

1

DO

0

SDI

SDO

Register Pointer (N) Padded Dummy Byte

Data from Register N

Read

Fault Status Register

CS

SCLK

図 7-9. SPI 単一読み取り
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1 0 0 F F F F F 0 P P P 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

SDI

SDO

Register Pointer (N) Padded Dummy Byte

Data from Register N

Read

Fault Status Register

SDI continued

SDO continued

0 0 0 0 0 0 0 0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

Padded Dummy Byte

Data from Register N+1

SDI continued

SDO continued

0 0 0 0 0 0 0 0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

Padded Dummy Byte

Data from Register N+2

CS

SCLK

CS

SCLK

図 7-10. SPI バースト読み取り

SPI 読み取り動作手順：

1. CS を low に駆動します。この動作により、内部シフト レジスタが有効になります。

2. 24 ビットのデータを MSB ファースト方式でデバイスに移行します。SCLK の立ち上がりエッジの間、データは安定し

ている必要があります
3. MSB ビットは、読み取り専用転送であることを示す「1」である必要があります。

4. 3 番目のデータ バイトは NOP (無動作) であり、ダミー データ バイトです。

5. SDO ピンでは、デバイスは最初の 2 ビットとして 2'b11 (ステータス セグメントであることを示す) を送信し、その後に

故障ステータス レジスタのビット 5 ～ 0 の 6 ビットを送信します。次の 8 ビットはすべて 0 であり、その後にレジスタ 

ポインタで選択されたレジスタの現在のデータ (8 ビット) が続きます。

6. 最後のデータビットが転送された後、転送するデータがない場合は SCLK を low に駆動します。

7. 読み取りサイクルを終了するために CS をデアサート (High に駆動) します。

7.5.6 SPI デイジー チェーン
デイジーチェーン動作モードでは、コントローラからの SPI トランザクションはヘッダ (16 ビット)、アドレス (Nx16 ビット)、
データ (Nx8 ビット) の 3 種類のセグメントで構成されています。TXE8148 は同じデータを受信してチェーン内の次のデ

バイスに送信する際、トランザクションにステータス (16 ビット) を追加し、アドレス セグメントを削除するとともに、チェーン

内での自身の位置に対応するデータ セグメントを置き換えます。

図 7-11 は、デイジーチェーン接続された 2 台のデバイスに対するデイジーチェーン書き込みの例を示しています。ヘッ

ダ バイトはチェーン長 (CL) 値 2 を設定して送信され、その後に DUT2、DUT1 のアドレス、続いて DUT2、DUT1 の 8 
ビットのデータ入力が送信されます。最初のデバイスがデータをシフト出力する際、まずステータス セグメントを送信し、そ

の後に元のヘッダ、DUT2 のアドレス、DUT1 からのデータ出力、そして DUT2 のデータ入力を送信します。チェーン内

の最後のデバイスは、まずステータスを送信し、その後に DUT1 のステータス、最後に DUT2、DUT1 のデータ出力を送

信します。
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0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00 0 X F F F F F

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0

MCU_SDO/

DUT1_SDI

DUT1_SDO/

DUT2_SDI

Fault Status Register DUT1

0 P P P 0 0 0 M

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00

Address for DUT2

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0
DUT2_SDO/

MCU_SDI

Fault Status Register DUT2

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0

Fault Status Register DUT1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0 DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

Data to DUT2 Data to DUT1

DI7 DI6 DI5 DI4 DI3 D12 DI1 DI0

Data to DUT2Data from DUT1

0 X F F F F F 0 P P P 0 0 0 M

0 0 X F F F F F 0 P P P 0 0 0 M

Address for DUT1

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

Data to DUT1Data from DUT2

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

MCU_SDO/

DUT1_SDI

DUT1_SDO/

DUT2_SDI

DUT2_SDO/

MCU_SDI
continued

continued

continued

continued

continued

continued

Header

Header

Header

0

0

CS

SCLK

CS

SCLK

図 7-11. SPI デイジーチェーンの書き込み

図 7-12 に、デイジーチェーン内の 2 つのデバイスのデイジーチェーン読み取りの例を示します。ヘッダ バイトはチェー

ン長 (CL) 値 2 で送信され、その後に DUT2、DUT1 のアドレス、続いて DUT2、DUT1 の 8 ビットのダミー データ入力

が送信されます。最初のデバイスがデータをシフト出力する際、まずステータス セグメントを送信し、その後に元のヘッダ、

DUT2 のアドレス、DUT1 からのデータ出力、そして DUT2 のダミー データ入力を送信します。チェーン内の最後のデバ

イスは、まずステータスを送信し、その後に DUT1 のステータス、最後に DUT2、DUT1 のデータ出力を送信します。

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00 0 X F F F F F

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0 0 0 0 0 0 0 0 0

MCU_SDO/

DUT1_SDI

DUT1_SDO/

DUT2_SDI

Fault Status Register DUT1

0 P P P 0 0 0 M

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00

Address for DUT2

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0
DUT2_SDO/

MCU_SDI

Fault Status Register DUT2

1 1 S5 S4 S3 S2 S1 S0

Fault Status Register DUT1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Padded Dummy Byte DUT2

0 0 0 0 0 0 0 0

Data from DUT1

0 X F F F F F 0 P P P 0 0 0 M

0 X F F F F F 0 P P P 0 0 0 M

Address for DUT1

DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

Data to DUT1Data from DUT2

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 CL04 CL03 CL02 CL01 CL00 DO7 DO6 DO5 DO4 DO3 DO2 DO1 DO0

MCU_SDO/

DUT1_SDI

DUT1_SDO/

DUT2_SDI

DUT2_SDO/

MCU_SDI
continued

continued

continued

continued

continued

continued

Header

Header

Header

1

1

Padded Dummy Byte DUT1

Padded Dummy Byte DUT2

1

Address for DUT2

CS

SCLK

CS

SCLK

図 7-12. SPI デイジーチェーンの読み取り
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7.6 TXE8148 のレジスタ
TXE8148 レジスタのメモリマップされたレジスタを、表 7-3 に示します。表 7-3 にないレジスタ オフセット アドレスはすべ

て予約済みと見なして、レジスタの内容は変更しないでください。

表 7-3. TXE8148 のレジスタ
オフセット 略称 レジスタ名 セクション

0h Scratch_Register スクラッチ レジスタ セクション 7.6.1 

10h Device_ID_Register Device ID レジスタ セクション 7.6.2 

20h + 式 Input_Port_Register_y 入力ポート レジスタ セクション 7.6.3 

30h + 式 Output_Port_Register_y 出力ポート レジスタ セクション 7.6.4 

40h + 式 Direction_Configuration_Register_y 方向構成レジスタ セクション 7.6.5 

50h + 式 Polarity_Inversion_Register_y 極性反転レジスタ セクション 7.6.6 

60h + 式 Push_Pull/
Open_Drain_Selection_Register_y

プッシュプル / オープン ドレイン選択レジスタ セクション 7.6.7 

80h + 式 Pull-up/Pull-down_Enable_Register_y プルアップ / プルダウン イネーブル レジスタ セクション 7.6.8 

90h + 式 Pull-up/Pull-down_Selection_Register_y プルアップ / プルダウン選択レジスタ セクション 7.6.9 

A0h + 式 Bus_Holder_Register_y バス ホルダ レジスタ セクション 7.6.10 

B0h Smart_Interrupt_Register スマート割り込みレジスタ セクション 7.6.11 

C0h + 式 Interrupt_Mask_Register_y 割り込みマスク レジスタ セクション 7.6.12 

D0h + 式 Interrupt_Glitch_Filter_Enable_Register_y 割り込みグリッチ フィルタ有効レジスタ セクション 7.6.13 

E0h + 式 Interrupt_Flag_Status_Register_y 割り込みフラグ ステータス レジスタ セクション 7.6.14 

F0h Interrupt_Port_Status_Register 割り込みポート ステータス レジスタ セクション 7.6.15 

120h Fail-Safe_Enable_Register-1 フェイルセーフ イネーブル レジスタ -1 セクション 7.6.16 

130h Fail-Safe_Enable_Register-2 フェイルセーフ イネーブル レジスタ -2 セクション 7.6.17 

140h + 式 Fail-
Safe_Direction_Configuration_Register-1_
y

フェイルセーフ方向設定レジスタ -1 セクション 7.6.18 

150h + 式 Fail-
Safe_Direction_Configuration_Register-2_
y

フェイルセーフ方向設定レジスタ -2 セクション 7.6.19 

160h + 式 Fail-Safe_Output_Register-1_y フェイルセーフ出力レジスタ -1 セクション 7.6.20 

170h + 式 Fail-Safe_Output_Register-2_y フェイルセーフ出力レジスタ -2 セクション 7.6.21 

180h Fail-Safe_Redundancy_Check_Register フェイルセーフ冗長性チェック レジスタ セクション 7.6.22 

190h Fault_Status_Register フォルト ステータス レジスタ セクション 7.6.23 

1A0h Software_Reset_Register ソフトウェア リセット レジスタ セクション 7.6.24 

表の小さなセルに収まるように、複雑なビット アクセス タイプを記号で表記しています。表 7-4 に、このセクションでアクセ

ス タイプに使用しているコードを示します。

表 7-4. TXE8148 のアクセス タイプ コード
アクセス タイプ コード 説明

読み取りタイプ

R R 読み出し

書き込みタイプ

W W 書き込み

W1S W
1S

1 を書き込むことで

セット

リセットまたはデフォルト値
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表 7-4. TXE8148 のアクセス タイプ コード (続き)
アクセス タイプ コード 説明

-n リセット後の値またはデフォルト値

レジスタ アレイ変数

i、j、k、l、m、n これらの変数がレジスタ名、オフセット、またはアドレス
で使用されている場合、レジスタが反復レジスタ グルー

プの一部であるレジスタ アレイの値を示します。レジス

タ グループは階層構造を形成し、アレイは式で表され

ます。

y この変数がレジスタ名、オフセット、またはアドレスで使
用されている場合、レジスタ アレイの値を示します。
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7.6.1 Scratch_Register (オフセット = 0h) [リセット = 00h]

Scratch_Register は 図 7-13 に示されており、表 7-5 で説明されています。

概略表に戻ります。

スクラッチ レジスタは、ブランク レジスタとの間でコードを読み書きし、コーディングの問題を解決するためのテスト レジス

タです

図 7-13. Scratch_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

Scratch_Value

R/W-0h

表 7-5. Scratch_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-0 Scratch_Value R/W 0h 8 ビット スクラッチ値
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7.6.2 Device_ID_Register (オフセット = 10h) [リセット = 04h]

Device_ID_Register は 図 7-14 に示されており、表 7-6 で説明されています。

概略表に戻ります。

デバイス ID を保持するデバイス識別レジスタ。

図 7-14. Device_ID_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

Device_ID

R-4h

表 7-6. Device_ID_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-0 Device_ID R 4h デバイス識別
4: TXE8148
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7.6.3 Input_Port_Register_y (オフセット = 20h + 式) [リセット = XXh]

Input_Port_Register_y は 図 7-15 に示されており、表 7-7 で説明されています。

概略表に戻ります。

あるピンが入力として設定されている場合、入力ポート レジスタには、そのポートの各ピンに入力されているロジック レベ

ルが反映されます。出力として構成した場合、対応するピンは 0 として読み取られます。入力ポート レジスタは、読み取り

専用です。これらのレジスタに書き込みを行っても、影響はありません。デフォルト値は、外部から印加されるロジック レベ

ルによって決まります。

オフセット = 20h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-15. Input_Port_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

IPy.7 IPy.6 IPy.5 IPy.4 IPy.3 IPy.2 IPy.1 IPy.0

R-Xh R-Xh R-Xh R-Xh R-Xh R-Xh R-Xh R-Xh

表 7-7. Input_Port_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 IPy.7 R Xh Py.7 入力ピン値

6 IPy.6 R Xh Py.6 入力ピン値

5 IPy.5 R Xh Py.5 入力ピン値

4 IPy.4 R Xh Py.4 入力ピン値

3 IPy.3 R Xh Py.3 入力ピン値

2 IPy.2 R Xh Py.2 入力ピン値

1 IPy.1 R Xh Py.1 入力ピン値

0 IPy.0 R Xh Py.0 入力ピン値
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7.6.4 Output_Port_Register_y (オフセット = 30h + 式) [リセット = 00h]

Output_Port_Register_y は 図 7-16 に示されており、表 7-8 で説明されています。

概略表に戻ります。

出力ポート レジスタは、構成レジスタで出力として設定されている場合、ピン Py.0 ～ Py.7 の出力ロジック レベルを反映

します。このレジスタのビット値は、入力として定義されたピンには影響しません。このレジスタを読み出すと、実際のピンの
値ではなく、レジスタに格納されている値が読み出されます。

オフセット = 30h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-16. Output_Port_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

OPy.7 OPy.6 OPy.5 OPy.4 OPy.3 OPy.2 OPy.1 OPy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-8. Output_Port_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 OPy.7 R/W 0h Py.7 出力値

6 OPy.6 R/W 0h Py.6 出力値

5 OPy.5 R/W 0h Py.5 出力値

4 OPy.4 R/W 0h Py.4 出力値

3 OPy.3 R/W 0h Py.3 出力値

2 OPy.2 R/W 0h Py.2 出力値

1 OPy.1 R/W 0h Py.1 出力値

0 OPy.0 R/W 0h Py.0 出力値
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7.6.5 Direction_Configuration_Register_y (オフセット = 40h + 式) [リセット = 00h]

Direction_Configuration_Register_y は 図 7-17 に示されており、表 7-9 で説明されています。

概略表に戻ります。

方向構成レジスタは、I/O ピンの方向を構成します。このレジスタのビットが 0 に設定されている場合、対応するポート ピ
ンはハイ インピーダンス入力として有効になります。このレジスタのビットを 1 に設定すると、対応するポート ピンは出力と

して有効になります。

オフセット = 40h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-17. Direction_Configuration_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

DIRy.7 DIRy.6 DIRy.5 DIRy.4 DIRy.3 DIRy.2 DIRy.1 DIRy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-9. Direction_Configuration_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 DIRy.7 R/W 0h Py.7 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

6 DIRy.6 R/W 0h Py.6 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

5 DIRy.5 R/W 0h Py.5 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

4 DIRy.4 R/W 0h Py.4 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

3 DIRy.3 R/W 0h Py.3 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

2 DIRy.2 R/W 0h Py.2 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

1 DIRy.1 R/W 0h Py.1 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです

0 DIRy.0 R/W 0h Py.0 構成

0: ピンは入力モードです

1: ピンは出力モードです
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7.6.6 Polarity_Inversion_Register_y (オフセット = 50h + 式) [リセット = 00h]

Polarity_Inversion_Register_y は 図 7-18 に示されており、表 7-10 で説明されています。

概略表に戻ります。

極性反転レジスタは、構成レジスタで入力として定義されているピン Py.0 ～ Py.7 の極性を反転させることができます。こ

のレジスタのビットがセットされると、対応するピンの極性が反転します。このレジスタのビットがクリアされると、対応するピ
ンの極性はそのまま保持されます。

オフセット = 50h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-18. Polarity_Inversion_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

PIy.7 PIy.6 PIy.5 PIy.4 PIy.3 PIy.2 PIy.1 PIy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-10. Polarity_Inversion_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 PIy.7 R/W 0h Py.7 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

6 PIy.6 R/W 0h Py.6 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

5 PIy.5 R/W 0h Py.5 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

4 PIy.4 R/W 0h Py.4 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

3 PIy.3 R/W 0h Py.3 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

2 PIy.2 R/W 0h Py.2 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

1 PIy.1 R/W 0h Py.1 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します

0 PIy.0 R/W 0h Py.0 極性反転

0: 極性は変更されません

1: 極性が反転します
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7.6.7 Push_Pull/Open_Drain_Selection_Register_y (オフセット = 60h + 式) [リセット値 = 00h]

図 7-19 に、Push_Pull/Open_Drain_Selection_Register_y を示し、表 7-11 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

プッシュプル / オープン ドレイン選択レジスタを使用して、ピンをプッシュプルまたはオープン ドレインとして選択します。

ビットがセットされると、対応するピンはオープン ドレインとして設定されます (Q1 は無効、Q2 は有効)。ビットがクリアされ

ると、対応するピンはプッシュプルとして構成されます (Q1 と Q2 はアクティブ)。

オフセット = 60h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-19. Push_Pull/Open_Drain_Selection_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

PPODy.7 PPODy.6 PPODy.5 PPODy.4 PPODy.3 PPODy.2 PPODy.1 PPODy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-11. Push_Pull/Open_Drain_Selection_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 PPODy.7 R/W 0h Py.7 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

6 PPODy.6 R/W 0h Py.6 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

5 PPODy.5 R/W 0h Py.5 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

4 PPODy.4 R/W 0h Py.4 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

3 PPODy.3 R/W 0h Py.3 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

2 PPODy.2 R/W 0h Py.2 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

1 PPODy.1 R/W 0h Py.1 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます

0 PPODy.0 R/W 0h Py.0 出力構成ビット

0: ピンは出力プッシュプルとして構成されています

1: ピンは出力オープン ドレインとして構成されます
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7.6.8 Pull-up/Pull-down_Enable_Register_y (オフセット = 80h + 式) [リセット = 00h]

図 7-20 に、Pull-up/Pull-down_Enable_Register_y を示し、表 7-12 にその説明を示します。

概略表に戻ります。

Pull-Up/Pull-Down Enable レジスタを使用すると、GPIO ピンのプルアップ / プルダウン抵抗をイネーブル / ディセーブ

ルにすることができます。このビットを設定すると、ピンにプルアップ / プルダウン抵抗を選択できるようになります。このビッ

トをクリアすると、ピンからプルアップ / プルダウン抵抗が切り離されます。対応するピンが出力として設定されている場合、

これらの抵抗は無効になります。

オフセット = 80h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-20. Pull-up/Pull-down_Enable_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

PEy.7 PEy.6 PEy.5 PEy.4 PEy.3 PEy.2 PEy.1 PEy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-12. Pull-up/Pull-down_Enable_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 PEy.7 R/W 0h Py.7 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

6 PEy.6 R/W 0h Py.6 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

5 PEy.5 R/W 0h Py.5 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

4 PEy.4 R/W 0h Py.4 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

3 PEy.3 R/W 0h Py.3 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

2 PEy.2 R/W 0h Py.2 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

1 PEy.1 R/W 0h Py.1 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています

0 PEy.0 R/W 0h Py.0 のプルアップ / プルダウン有効化

0: ピンのプルアップ / プルダウンを無効化

1: このピンではプルアップ / プルダウンが有効になっています
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7.6.9 Pull-up/Pull-down_Selection_Register_y (オフセット = 90h + 式) [リセット = 00h]

図 7-21 に、Pull-up/Pull-down_Selection_Register_y を示し、表 7-13 にその説明を示します。

概略表に戻ります。

プルアップ / プルダウン選択レジスタにより、ユーザーは各 GPIO ピンにプルアップ抵抗またはプルダウン抵抗を設定で

きます。このビットを設定すると、ピンのプルアップ抵抗が有効になります。このビットをクリアすると、ピンのプルダウン抵抗
が有効になります。プルアップ / プルダウン機能が無効になっている場合、このレジスタに書き込んでも効果はありませ

ん。

オフセット = 90h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-21. Pull-up/Pull-down_Selection_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

PUDy.7 PUDy.6 PUDy.5 PUDy.4 PUDy.3 PUDy.2 PUDy.1 PUDy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-13. Pull-up/Pull-down_Selection_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 PUDy.7 R/W 0h Py.7 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

6 PUDy.6 R/W 0h Py.6 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

5 PUDy.5 R/W 0h Py.5 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

4 PUDy.4 R/W 0h Py.4 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

3 PUDy.3 R/W 0h Py.3 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

2 PUDy.2 R/W 0h Py.2 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

1 PUDy.1 R/W 0h Py.1 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

0 PUDy.0 R/W 0h Py.0 のプルアップ / プルダウン選択

0: このピンではプルダウン抵抗が有効になっています

1: プルアップ抵抗は、このピンでイネーブルされます

www.ti.com/ja-jp
TXE8148

JADS227 – JUNE 2026

Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 39

Product Folder Links: TXE8148
English Data Sheet: SCPS317

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/product/jp/txe8148?qgpn=txe8148
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADS227
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADS227&partnum=TXE8148
https://www.ti.com/product/jp/txe8148?qgpn=txe8148
https://www.ti.com/lit/pdf/SCPS317


7.6.10 Bus_Holder_Register_y (オフセット = A0h + 式) [リセット = 00h]

Bus_Holder_Register_y は 図 7-22 に示されており、表 7-14 で説明されています。

概略表に戻ります。

バス ホールド レジスタは、GPIO ピンのバス ホールドまたはバス キーパー機能を有効または無効にします。この機能は、

ピンが入力として設定されている場合にのみ使用できます。レジスタのビットが設定されると、ピンを駆動しているデバイス
の出力がハイ インピーダンス状態になった場合でも、対応する入力ピンは直前の論理状態を保持します。

オフセット = A0h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-22. Bus_Holder_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

BHy.07 BHy.6 BHy.5 BHy.4 BHy.3 BHy.2 BHy.1 BHy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-14. Bus_Holder_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 BHy.07 R/W 0h Py.7 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

6 BHy.6 R/W 0h Py.6 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

5 BHy.5 R/W 0h Py.5 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

4 BHy.4 R/W 0h Py.4 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

3 BHy.3 R/W 0h Py.3 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

2 BHy.2 R/W 0h Py.2 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

1 BHy.1 R/W 0h Py.1 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル

0 BHy.0 R/W 0h Py.0 バス ホルダ構成

0: ピンのバス ホールドがディスエーブル

1: ピンのバス ホールドがイネーブル
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7.6.11 Smart_Interrupt_Register (オフセット = B0h) [リセット = 00h]

Smart_Interrupt_Register は 図 7-23 に示されており、表 7-15 で説明されています。

概略表に戻ります。

このレジスタは、スマート割り込み機能を有効または無効にするために使用されます。ビットが 0 に設定されている場合 

(スマート割り込みが有効)、いずれかの入力ピンで状態変化が発生すると割り込みが生成され、入力が元の状態に戻ると

割り込みはクリアされます。
ビットが 1 に設定されている場合 (スマート割り込み無効)、いずれかの入力ピンで状態変化が発生すると割り込みが生成

され、入力が元の状態に戻っても割り込みはクリアされません。割り込みステータス フラグ レジスタを読み出すと、割り込

みはクリアされます。
この機能は、ポート レベルでのみイネーブルになります。

図 7-23. Smart_Interrupt_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み SI.P1 SI.P0

R-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-15. Smart_Interrupt_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-2 予約済み R 0h 使用できません。

1 SI.P1 R/W 0h ポート 1 のスマート割り込み

0: 有効

1: ディセーブル

0 SI.P0 R/W 0h ポート 0 のスマート割り込み

0: 有効

1: ディセーブル
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7.6.12 Interrupt_Mask_Register_y (オフセット = C0h + 式) [リセット = FFh]

Interrupt_Mask_Register_y は 図 7-24 に示されており、表 7-16 で説明されています。

概略表に戻ります。

割り込みマスク レジスタにより、ピンからの割り込み生成を有効または無効にできます。マスク レジスタのビットが設定され

ている場合、ピンの入力状態が変化しても割り込みはアサートされません。マスク レジスタのビットがクリアされている場

合、ピンの入力状態が変化すると割り込みが発生します。

オフセット = C0h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-24. Interrupt_Mask_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

IMy.7 IMy.6 IMy.5 IMy.4 IMy.3 IMy.2 IMy.1 IMy.0

R/W-1h R/W-1h R/W-1h R/W-1h R/W-1h R/W-1h R/W-1h R/W-1h

表 7-16. Interrupt_Mask_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 IMy.7 R/W 1h Py.7 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

6 IMy.6 R/W 1h Py.6 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

5 IMy.5 R/W 1h Py.5 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

4 IMy.4 R/W 1h Py.4 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

3 IMy.3 R/W 1h Py.3 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

2 IMy.2 R/W 1h Py.2 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

1 IMy.1 R/W 1h Py.1 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます

0 IMy.0 R/W 1h Py.0 割り込みマスク ビット

0: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされません

1: ピンの状態が変化しても、割り込みはマスクされます
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7.6.13 Interrupt_Glitch_Filter_Enable_Register_y (オフセット = D0h + 式) [リセット = 00h]

Interrupt_Glitch_Filter_Enable_Register_y は 図 7-25 に示されており、表 7-17 で説明されています。

概略表に戻ります。

割り込みグリッチ フィルタ レジスタは、I/O のグリッチ フィルタを有効または無効にします。ビットが 1 に設定されている場

合、対応するピンのグリッチ フィルタは有効になります。ビットが 0 に設定されているなら、対応するピンのグリッチ フィル

タは無効になります。

オフセット = D0h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-25. Interrupt_Glitch_Filter_Enable_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

GFy.7 GFy.6 GFy.5 GFy.4 GFy.3 GFy.2 GFy.1 GFy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-17. Interrupt_Glitch_Filter_Enable_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 GFy.7 R/W 0h Py.7 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

6 GFy.6 R/W 0h Py.6 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

5 GFy.5 R/W 0h Py.5 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

4 GFy.4 R/W 0h Py.4 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

3 GFy.3 R/W 0h Py.3 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

2 GFy.2 R/W 0h Py.2 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

1 GFy.1 R/W 0h Py.1 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です

0 GFy.0 R/W 0h Py.0 グリッチ フィルタ イネーブル ビット

0: グリッチ フィルタは無効です

1: グリッチ フィルタは有効です
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7.6.14 Interrupt_Flag_Status_Register_y レジスタ (オフセット = E0h + 式) [リセット = 00h]

Interrupt_Flag_Status_Register_y は 図 7-26 に示されており、表 7-18 で説明されています。

概略表に戻ります。

割り込みステータス レジスタは、割り込みの発生源を特定するために使用される読み取り専用ビットです。読み出し値がロ

ジック 1 の場合、対応する入力ピンは割り込みのソースであることを示しています。ロジック 0 の場合、入力ピンは割り込

みのソースではないことを示しています。割り込みマスク レジスタの対応するビットが 1 (マスク) に設定されている場合、

割り込みステータス ビットは論理 0 を返します。

オフセット = E0h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-26. Interrupt_Flag_Status_Register_y
7 6 5 4 3 2 1 0

ISy.7 ISy.6 ISy.5 ISy.4 ISy.3 ISy.2 ISy.1 ISy.0

R-0h R-0h R-0h R-0h R-0h R-0h R-0h R-0h

表 7-18. Interrupt_Flag_Status_Register_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 ISy.7 R 0h Py.7 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

6 ISy.6 R 0h Py.6 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

5 ISy.5 R 0h Py.5 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

4 ISy.4 R 0h Py.4 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

3 ISy.3 R 0h Py.3 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

2 ISy.2 R 0h Py.2 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

1 ISy.1 R 0h Py.1 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです

0 ISy.0 R 0h Py.0 割り込みステータス ビット

0: ピンは割り込みのソースではありません

1: ピンは割り込みのソースです
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7.6.15 Interrupt_Port_Status_Register (オフセット = F0h) [リセット = 00h]

Interrupt_Port_Status_Register は 図 7-27 に示されており、表 7-19 で説明されています。

概略表に戻ります。

このレジスタは、割り込みの発生源となる IO ポートを特定するために使用されます。ビットの値が 1 の場合、対応する IO 
ポートが割り込みの発生源であることを示します。値が 0 の場合、IO ポート内のいずれの入力ピンも割り込みを生成して

いないことを示します。

図 7-27. Interrupt_Port_Status_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み IPS.P1 IPS.P0

R-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-19. Interrupt_Port_Status_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-2 予約済み R 0h 使用できません。

1 IPS.P1 R/W 0h ポート 1 の割り込みステータス

0: ポート 1 からの割り込みなし

1: ポート 1 からの割り込み

0 IPS.P0 R/W 0h ポート 0 の割り込みステータス

0: ポート 0 からの割り込みなし

1: ポート 0 からの割り込み
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7.6.16 Fail-Safe_Enable_Register-1 (オフセット = 120h) [リセット = 00h]

図 7-28 に Fail-Safe_Enable_Register-1 を示し、表 7-20 にその説明を示します。

概略表に戻ります。

このレジスタは、リセット ピンをフェイルセーフ ピンとして再構成します。このレジスタは POR または故障状態でクリアされ

ます (故障ステータス レジスタに記載)。
このデバイスにはフェイルセーフ レジスタが 2 つあり、内蔵された冗長性を用いて I/O 構成を設定するために書き込みを

行う必要があります。2 つのレジスタの値が一致しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されま

す。

図 7-28. Fail-Safe_Enable_Register-1
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み FS1EN

R-0h R/W-0h

表 7-20. Fail-Safe_Enable_Register-1 フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-1 予約済み R 0h 使用できません。

0 FS1EN R/W 0h フェイルセーフ イネーブル ビット

0: ディスエーブル

1：イネーブル
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7.6.17 Fail-Safe_Enable_Register-2 (オフセット = 130h) [リセット = 00h]

図 7-29 に Fail-Safe_Enable_Register-2 を示し、表 7-21 にその説明を示します。

概略表に戻ります。

このレジスタは、リセット ピンをフェイルセーフ ピンとして再構成します。このレジスタは POR または故障状態でクリアされ

ます (故障ステータス レジスタに記載)。
このデバイスにはフェイルセーフ レジスタが 2 つあり、内蔵された冗長性を用いて I/O 構成を設定するために書き込みを

行う必要があります。2 つのレジスタの値が一致しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されま

す。

図 7-29. Fail-Safe_Enable_Register-2
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み FS2EN

R-0h R/W-0h

表 7-21. Fail-Safe_Enable_Register-2 フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-1 予約済み R 0h 使用できません。

0 FS2EN R/W 0h フェイルセーフ イネーブル ビット

0: ディスエーブル

1：イネーブル
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7.6.18 Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-1_y (オフセット = 140h + 式) [リセット = 00h]

図 7-30 に、Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-1_y を示し、表 7-22 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

フェールセーフ方向構成レジスタ -1 は、デバイスがフェールセーフ状態になったときの I/O ピンの方向を構成します。こ

れらのレジスタのビットが 0 に設定されている場合、対応する IO ピンはフェイルセーフ モード中にハイ インピーダンス入

力として有効になります。ビットが 1 に設定されている場合、対応する IO ピンはフェイルセーフ モード時に出力として有

効になります。
冗長性を確保するために、各ポートには 2 つのレジスタがあり、I/O 構成を設定するにはこれらのレジスタに書き込む必要

があります。レジスタの値が一致しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されます。

オフセット = 140h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-30. Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-1_y
7 6 5 4 3 2 1 0

FS1DIRy.7 FS1DIRy.6 FS1DIRy.5 FS1DIRy.4 FS1DIRy.3 FS1DIRy.2 FS1DIRy.1 FS1DIRy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-22. Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-1_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 FS1DIRy.7 R/W 0h Py.7 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

6 FS1DIRy.6 R/W 0h Py.6 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

5 FS1DIRy.5 R/W 0h Py.5 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

4 FS1DIRy.4 R/W 0h Py.4 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

3 FS1DIRy.3 R/W 0h Py.3 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

2 FS1DIRy.2 R/W 0h Py.2 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

1 FS1DIRy.1 R/W 0h Py.1 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

0 FS1DIRy.0 R/W 0h Py.0 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます
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7.6.19 Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-2_y (オフセット = 150h + 式) [リセット = 00h]

図 7-31 に、Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-2_y を示し、表 7-23 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

フェールセーフ方向構成レジスタ -2 は、デバイスがフェールセーフ状態になったときの I/O ピンの方向を構成します。こ

れらのレジスタのビットが 0 に設定されている場合、対応する IO ピンはフェイルセーフ モード中にハイ インピーダンス入

力として有効になります。ビットが 1 に設定されている場合、対応する IO ピンはフェイルセーフ モード時に出力として有

効になります。
冗長性を確保するために、各ポートには 2 つのレジスタがあり、I/O 構成を設定するにはこれらのレジスタに書き込む必要

があります。レジスタの値が一致しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されます。

オフセット = 150h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-31. Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-2_y
7 6 5 4 3 2 1 0

FS2DIRy.7 FS2DIRy.6 FS2DIRy.5 FS2DIRy.4 FS2DIRy.3 FS2DIRy.2 FS2DIRy.1 FS2DIRy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-23. Fail-Safe_Direction_Configuration_Register-2_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 FS2DIRy.7 R/W 0h Py.7 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

6 FS2DIRy.6 R/W 0h Py.6 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

5 FS2DIRy.5 R/W 0h Py.5 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

4 FS2DIRy.4 R/W 0h Py.4 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

3 FS2DIRy.3 R/W 0h Py.3 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

2 FS2DIRy.2 R/W 0h Py.2 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

1 FS2DIRy.1 R/W 0h Py.1 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます

0 FS2DIRy.0 R/W 0h Py.0 フェイルセーフ構成ビット

0: ピンは入力モードに構成されています

1: ピンは出力モードに構成されます
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7.6.20 Fail-Safe_Output_Register-1_y (オフセット = 160h + 式) [リセット = 00h]

図 7-32 に、Fail-Safe_Output_Register-1_y を示し、表 7-24 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

フェイルセーフ出力レジスタ 1 は、フェイルセーフ設定レジスタで出力として定義されたピンの出力レベルを設定します。

レジスタのビット値は、入力として定義されたピンには影響しません。
冗長性を確保するため、各ポートには 2 つのレジスタがあり、同じ出力値を書き込む必要があります。レジスタの値が一致

しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されます。

オフセット = 160h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-32. Fail-Safe_Output_Register-1_y
7 6 5 4 3 2 1 0

FS1OPy.7 FS1OPy.6 FS1OPy.5 FS1OPy.4 FS1OPy.3 FS1OPy.2 FS1OPy.1 FS1OPy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-24. Fail-Safe_Output_Register-1_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 FS1OPy.7 R/W 0h Py.7 のフェイルセーフ出力値

6 FS1OPy.6 R/W 0h Py.6 のフェイルセーフ出力値

5 FS1OPy.5 R/W 0h Py.5 のフェイルセーフ出力値

4 FS1OPy.4 R/W 0h Py.4 のフェイルセーフ出力値

3 FS1OPy.3 R/W 0h Py.3 のフェイルセーフ出力値

2 FS1OPy.2 R/W 0h Py.2 のフェイルセーフ出力値

1 FS1OPy.1 R/W 0h Py.1 のフェイルセーフ出力値

0 FS1OPy.0 R/W 0h Py.0 のフェイルセーフ出力値

TXE8148
JADS227 – JUNE 2026 www.ti.com/ja-jp

50 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: TXE8148
English Data Sheet: SCPS317

https://www.ti.com/product/jp/txe8148?qgpn=txe8148
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JADS227
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JADS227&partnum=TXE8148
https://www.ti.com/product/jp/txe8148?qgpn=txe8148
https://www.ti.com/lit/pdf/SCPS317


7.6.21 Fail-Safe_Output_Register-2_y (オフセット = 170h + 式) [リセット = 00h]

図 7-33 に、Fail-Safe_Output_Register-2_y を示し、表 7-25 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

フェイルセーフ出力レジスタ 2 は、フェイルセーフ設定レジスタで出力として定義されたピンの出力レベルを設定します。

レジスタのビット値は、入力として定義されたピンには影響しません。
冗長性を確保するため、各ポートには 2 つのレジスタがあり、同じ出力値を書き込む必要があります。レジスタの値が一致

しない場合、割り込みが生成され、対応する故障ステータスが設定されます。

オフセット = 170h + (y * 1h)、ここで y = 0h～5h

図 7-33. Fail-Safe_Output_Register-2_y
7 6 5 4 3 2 1 0

FS2OPy.7 FS2OPy.6 FS2OPy.5 FS2OPy.4 FS2OPy.3 FS2OPy.2 FS2OPy.1 FS2OPy.0

R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h R/W-0h

表 7-25. Fail-Safe_Output_Register-2_y フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7 FS2OPy.7 R/W 0h Py.7 のフェイルセーフ出力値

6 FS2OPy.6 R/W 0h Py.6 のフェイルセーフ出力値

5 FS2OPy.5 R/W 0h Py.5 のフェイルセーフ出力値

4 FS2OPy.4 R/W 0h Py.4 のフェイルセーフ出力値

3 FS2OPy.3 R/W 0h Py.3 のフェイルセーフ出力値

2 FS2OPy.2 R/W 0h Py.2 のフェイルセーフ出力値

1 FS2OPy.1 R/W 0h Py.1 のフェイルセーフ出力値

0 FS2OPy.0 R/W 0h Py.0 のフェイルセーフ出力値
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7.6.22 Fail-Safe_Redundancy_Check_Register (オフセット = 180h) [リセット = 00h]

図 7-34 に、Fail-Safe_Redundancy_Check_Register を示し、表 7-26 に、その説明を示します。

概略表に戻ります。

フェイルセーフ冗長チェック レジスタは、フェイルセーフ冗長レジスタ (フェイルセーフ有効レジスタ、フェイルセーフ方向

設定レジスタ、およびフェイルセーフ出力レジスタ) のチェックを有効にするために使用されます。

図 7-34. Fail-Safe_Redundancy_Check_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み FSCHECKEN

R-0h R/W-0h

表 7-26. Fail-Safe_Redundancy_Check_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-1 予約済み R 0h 使用できません。

0 FSCHECKEN R/W 0h フェイルセーフ チェック イネーブル ビット

0: ディスエーブル

1：イネーブル
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7.6.23 Fault_Status_Register (オフセット = 190h) [リセット = 01h]

Fault_Status_Register は 図 7-35 に示されており、表 7-27 で説明されています。

概略表に戻ります。

故障ステータス レジスタは、故障状態が発生したときに設定されます。ビット 0 は、POR 復帰のために 1 に設定されま

す。冗長レジスタに不一致がある場合、ビット 1 が設定されます。デバイスがフェイルセーフ モードにある場合、ビット 2 が
設定されます。これらのフラグは、故障状態が解消されてもクリアされません。これらのビットは、故障ステータス レジスタを

読み出した場合にのみクリアできます。

図 7-35. Fault_Status_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み FSMODEACTIV
E

REGMISMATC
H

POR

R-0h R-0h R-0h R-1h

表 7-27. Fault_Status_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

9-3 予約済み R 0h 使用できません。

2 FSMODEACTIVE R 0h フェイルセーフ機能が有効です

1 REGMISMATCH R 0h レジスタの不一致によりフェイルセーフ機能はクリアされます

0 POR R 1h POR 復帰ステータス
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7.6.24 Software_Reset_Register (オフセット = 1A0h) [リセット = 00h]

Software_Reset_Register は 図 7-36 に示されており、表 7-28 で説明されています。

概略表に戻ります。

このレジスタは、デバイスのソフトウェア リセットをトリガするために使用されます。リセット状態に入ると、レジスタは自動的

にクリアされます。

図 7-36. Software_Reset_Register
7 6 5 4 3 2 1 0

予約済み Register_Reset Device_Reset

R-0h R/W1S-0h R/W1S-0h

表 7-28. Software_Reset_Register フィールドの説明
ビット フィールド タイプ リセット 説明

7-2 予約済み R 0h 使用できません。

1 Register_Reset R/W1S 0h 設定すると、レジスタ リセットがトリガされます

0 Device_Reset R/W1S 0h 設定すると、デバイス リセットがトリガされます
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8 アプリケーションと実装
注

以下のアプリケーションのセクションにある情報は、TI の製品仕様に含まれるものではなく、TI はその正確性も

完全性も保証いたしません。個々の目的に対する製品の適合性については、お客様の責任で判断していた
だくことになります。お客様は自身の設計実装を検証しテストすることで、システムの機能を確認する必要があ
ります。

8.1 使用上の注意
TXE8148 のアプリケーションでは、このデバイスを SPI コントローラ (プロセッサ) へのターゲットとして接続して使用し、

SPI バスには任意の数の他のターゲット デバイスを含めることができます。TXE8148 はコントローラから離れた場所で、コ

ントローラが監視または制御する必要のある GPIO の近くに配置されます。

8.2 代表的なアプリケーション
図 8-1 は、TXE8148 デバイスを使用可能なアプリケーションを示します。

TXE8148
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P0.1

P0.2

P0.3

P0.4

P0.5

P0.6

P0.7

P2.0

P2.1

P2.2

P2.3

P1.0

P1.1

P1.2

P1.3

INT

RESET

CS

SCLK

SDI

SDO

VCC

GND

Temperature 

Sensor

ALERT

LDO #1

LDO #2

LDO #3

ENB

Push-Bu�ons

Controller

GPI

GPO

CS

SCLK

PICO

POCI

VCC

VCC

OC

Push-Bu�ons

VCC

P4.0

P4.1

P4.2

P4.3

P3.0

P3.1

P3.2

P3.3

Push-Bu�ons

VCC

Push-Bu�ons

VCC

A. P1.0 ～ P1.3、P2.0 ～ P2.3、P3.0 ～ P3.3、P4.0 ～ P4.3 は、特定のスイッチのセットの入力として設定されます。P0.1 および P0.5 ～ P0.7 は
モニタ入力として使用されます。

B. P0.2 ～ P0.4 は出力として設定されます

C. フローティングになる可能性のある (P ポート上の) 入力には抵抗が必要です。ドライバにより入力がフローティングにならない場合、抵抗は不要で

す。出力 (P ポート内) にプルアップ抵抗は不要です。

図 8-1. 代表的なアプリケーション回路図
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以下に、デバイスへのアクセスに使用できるアプリケーション コードの例を示します。

uint32_t SPIExchangeData(uint32_t transmitData)
{
   uint32_t receiveData=0x0;

   for(int i = 23; i >= 0; i--)
   {
        // Shift out MSB first
        SPISendBit((transmitData >> i) & 0x01);
        receiveData |= SPIGetBit() << i;
   }

   return(receiveData);
}

uint32_t SPITransmitReceive(uint32_t RnW, uint32_t regPointer, uint32_t multiPort, uint32_t 
transmitData)
{
    uint32_t regWrData=0x0;
    uint32_t regRdData=0x0;

    regWrData = RnW          << 23 | \
                regPointer   << 12 | \
                mulitPort    << 8  | \
                transmitData << 0;

    regRdData = SPIExchangeData(regWrData);

    return(regRdData);
}

8.3 電源に関する推奨事項
8.3.1 パワーオン リセットの要件
グリッチやデータ破損が発生した場合、パワーオン リセット機能を使用して TXE8148 をデフォルト状態にリセットできま

す。パワーオン リセットを実行するには、デバイスを完全にリセットするためにパワー サイクルを完了させる必要がありま

す。このリセットは、アプリケーションでデバイスの電源を初めてオンにしたときにも発生します。

図 8-2 および 図 8-3 に、2 種類のパワーオン リセットを示します。

VCC

Ramp-Up Re-Ramp-Up

Time to Re-Ramp
Time

Ramp-Down

 

VCC_RT VCC_RTVCC_FT

VCC_TRR_GND

図 8-2. VCC は 0V まで低下してから、再度上昇します
VCC

Ramp-Up

Time to Re-Ramp
Time

Ramp-Down

V drops below POR levelsIN 

 

VCC_RTVCC_FT

VCC_TRR_VPOR50

 

図 8-3. VCC は POR スレッショルドを下回るまで低下してから、再度上昇します

電源のグリッチは、このデバイスのパワーオン リセット性能にも影響を及ぼす可能性があります。グリッチ幅 (tVCC_GW) と
高さ (VCC_GH) は互いに依存します。バイパス容量、ソース インピーダンス、デバイス インピーダンスは、パワーオン リセ

ット性能に影響を及ぼす要因です。これらの仕様を測定する方法の詳細については、図 8-4 を参照してください。

VCC

Time

VCC_GH

 

VCC_GW

 

図 8-4. グリッチ幅とグリッチ高さ
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VPOR は、パワーオン リセットに不可欠です。VPOR は、リセット条件が解放され、すべてのレジスタと SPI ステート マシン

がデフォルト状態に初期化される電圧レベルです。VPOR の値は、0 に低下するか、または 0 から低下した VCC に応じて

変わります。図 8-5 で、この仕様の詳細について説明します。

VCC

VPOR

VPORF

Time

 

POR

Time

 

図 8-5. VPOR 

8.4 レイアウト
8.4.1 レイアウトのガイドライン
TXE8148 のプリント回路基板 (PCB) レイアウトでは、一般的な PCB レイアウトの慣例に従う必要がありますが、適合した

インピーダンスや差動ペアなどの高速データ転送は、SPI 信号速度では大きな問題にはなりません。

すべての PCB レイアウトにおいて、信号トレースを直角に曲げないこと、集積回路 (IC) の近接部を離れるときに信号トレ

ースが互いに離れていくように配置すること、トレース幅を太くして電源とグランドのトレースを通常時に大容量の電流が流
れるようにすることが最善策です。バイパス コンデンサとデカップリング コンデンサは、一般的に電源ピンの電圧の制御に

使用されます。大容量コンデンサを使用すると、短時間の電源グリッチ時に追加電力を供給し、容量の小さいコンデンサ
を使用すると、高周波リップルをフィルタリングできます。これらのコンデンサは、できる限り TXE8148 の近くに配置してく

ださい。理想的な配置を「レイアウト例」に示します。

「レイアウト例」に示すレイアウト例では、信号配線に最上層を使用し、電源とグランド (GND) に分割プレーンとして最下

層を使用することで、2 層のみの PCB を製造することができます。ただし、信号配線密度の高い基板では、4 層基板が

推奨されます。4 層 PCB では、信号を最上層と最下層に配線し、内部の 1 層をグランド プレーン専用にして、もう 1 つ
の内部層を電源プレーン専用にすることが一般的です。電源とグランドにプレーンまたは分割プレーンを使用する基板レ
イアウトの場合は、電源または GND に接続する必要がある表面実装部品パッドのすぐ隣にビアを配置し、ビアを内部層

または基板の反対側に電気的に接続します。ビアは、信号パターンを基板の反対側に配線する必要がある場合にも使用
されますが、この方法は「レイアウト例」には示されていません。
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8.4.2 レイアウト例

Trace

GND plane

VCC plane

VCC via

GND via

図 8-6. TXE8148レイアウト
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9 デバイスおよびドキュメントのサポート
9.1 ドキュメントの更新通知を受け取る方法
ドキュメントの更新についての通知を受け取るには、www.tij.co.jp のデバイス製品フォルダを開いてください。[通知] をク

リックして登録すると、変更されたすべての製品情報に関するダイジェストを毎週受け取ることができます。 変更の詳細に

ついては、改訂されたドキュメントに含まれている改訂履歴をご覧ください。

9.2 サポート・リソース
テキサス・インスツルメンツ E2E™ サポート・フォーラムは、エンジニアが検証済みの回答と設計に関するヒントをエキスパ

ートから迅速かつ直接得ることができる場所です。既存の回答を検索したり、独自の質問をしたりすることで、設計で必要
な支援を迅速に得ることができます。

リンクされているコンテンツは、各寄稿者により「現状のまま」提供されるものです。これらはテキサス・インスツルメンツの仕
様を構成するものではなく、必ずしもテキサス・インスツルメンツの見解を反映したものではありません。テキサス・インスツ
ルメンツの使用条件を参照してください。

9.3 商標
テキサス・インスツルメンツ E2E™ is a trademark of Texas Instruments.
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

9.4 静電気放電に関する注意事項
この IC は、ESD によって破損する可能性があります。テキサス・インスツルメンツは、IC を取り扱う際には常に適切な注意を払うこと

を推奨します。正しい取り扱いおよび設置手順に従わない場合、デバイスを破損するおそれがあります。

ESD による破損は、わずかな性能低下からデバイスの完全な故障まで多岐にわたります。精密な IC の場合、パラメータがわずか

に変化するだけで公表されている仕様から外れる可能性があるため、破損が発生しやすくなっています。

9.5 用語集
テキサス・インスツルメンツ用語集 この用語集には、用語や略語の一覧および定義が記載されています。

10 改訂履歴
日付 改訂 注

June 2026 * 初版リリース

11 メカニカル、パッケージ、および注文情報
以降のページには、メカニカル、パッケージ、および注文に関する情報が記載されています。この情報は、指定のデバイ
スに使用できる最新のデータです。このデータは、予告なく、このドキュメントを改訂せずに変更される場合があります。本
データシートのブラウザ版を使用されている場合は、画面左側の説明をご覧ください。
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重要なお知らせと免責事項
TI は、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーションや
設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
かかわらず拒否します。
これらのリソースは、TI 製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーションに適した 
TI 製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種規格や、その他のあら
ゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプ
リケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載す
ることは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを
自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI
は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
ません。 TI がカスタム、またはカスタマー仕様として明示的に指定していない限り、TI の製品は標準的なカタログに掲載される汎用機器
です。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案する場合も、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。
IMPORTANT NOTICE
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